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バ
ス
が
変
わ
る
！
地
域
が
変
わ
る
！

～
地
域
内
自
主
運
行
バ
ス
の
取
り
組
み
～

　
関
市
は
合
併
以
来
、
広
域
化
し
た
山
間

地
域
の
公
共
交
通
対
策
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
年
4
月
か
ら
全
国

で
も
珍
し
い
形
態
で
、
住
民
に
よ
る
住
民

の
た
め
の
地
域
内
自
主
運
行
バ
ス
を
走
ら

せ
て
い
ま
す
。

　
特
集
で
は
各
地
域
の
バ
ス
運
行
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、
自
主
運
行

成
功
へ
の
カ
ギ
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
公
共
バ
ス
運
営

　
平
成
　
年
に
合
併
し
た
関
市
の
公

17

共
バ
ス
運
行
は
、
5
つ
の
地
域
を
結

ぶ
運
行
で
し
た
。
そ
の
た
め
に
最
大

2
時
間
　
分
に
及
ぶ
長
大
な
路
線
と

40

な
り
、
本
数
を
増
や
し
た
り
ダ
イ
ヤ

改
正
を
し
た
り
す
る
こ
と
は
と
て
も

困
難
で
し
た
。
さ
ら
に
は
膨
大
な
経

費
が
掛
か
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
継
続

的
な
運
行
も
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て

き
ま
し
た
。
そ
こ
で
新
た
な
取
り
組

み
を
平
成
　
年
度
か
ら
検
討
し
始
め

20

ま
し
た
。

住
　
民

行
　
政

閣

郭

要 望

サービス
を提供

これまでの公共バス運行のイメージ

特 集

板取

洞戸

武芸川
武儀

上之保

関

わ
か
く
さ
1
号
・
2
号

関～板取門原　　　 70キロ・2時間40分

関～上之保川合車庫 　  　29キロ・60分

メ
ロ
デ
ィ
バ
ス

巡回バス
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い
よ
い
よ
平
成
　
年
4
月
・
・
・

21

5
地
域
同
時
に「
地
域
内
自
主
運
行
バ
ス
」が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
タ
ー
ト

新たな運営の
　イメージ 地域住民

住民団体 行　政

【行政の役割】

・運行全般に係るアドバイス

・収支改善に係る助言

・適正な運営費の支援

【地域住民の役割】

・運行計画の作成

・利用状況の把握

・利用者意見の掌握

・運行ルートの管理

・収支状況、改善策の検討

・利用促進のための活動

・サポート体制（清掃等）

　
膨
ら
む
経
費
を
抱
え
、
利
用
者
の
要
望
に

も
な
か
な
か
応
え
ら
れ
な
い
バ
ス
運
営
を
抜

本
的
に
改
善
す
る
試
み
が
平
成
　
年
度
か
ら

20

始
ま
り
ま
し
た
。
各
地
域
に
は
公
共
交
通
会

議
が
設
置
さ
れ
、
利
用
者
で
あ
る
住
民
と
、

バ
ス
運
営
に
携
わ
る
バ
ス
事
業
者
、
そ
し
て

行
政
が
協
議
を
重
ね
ま
し
た
。

　
各
地
域
に
お
い
て
本
格
的
な
バ
ス
運
行
を

目
指
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
、

地
域
に
最
も
適
し
た
運
行
に
つ
い
て
検
討
さ

れ
ま
し
た
。

▲武芸川地域のバス運営協議会の様子

新
た
な
地
域
内
自
主
運
行
バ
ス

　
住
民
が
使
い
や
す
い
、住
民
の
声
を
生

か
し
た
バ
ス
運
行
が
で
き
な
い
か
・・・
行

政
と
市
民
が
協
働
し
て
バ
ス
を
走
ら
せ
よ

う
と
、各
地
域
内
に「
バ
ス
運
営
協
議
会
」

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
運
営
協
議
会
で
の
検
討
の
テ
ー
マ
は

「
分
か
り
や
す
く
使
い
や
す
い
バ
ス
」。そ

こ
で
、地
域
間
を
結
ぶ
幹
線
と
、地
域
内
を

カ
バ
ー
す
る
支
線
と
を
明
確
に
分
け
て
、

幹
線
は
行
政
が
主
体
と
な
り
、支
線
は
地

域
が
主
体
的
に
運
営
す
る
こ
と
と
し
た
の

で
す
。

　
各
地
域
の
バ
ス
運
営
協
議
会
は
支
線
に

つ
い
て
の
協
議
を
重
ね
、平
成
　
年
4
月

21

か
ら
、「
地
域
内
自
主
運
行
バ
ス
」を
走
ら

せ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
市
内
の
5
つ
の
地
域
は
、そ
れ
ぞ
れ
地

形
も
違
え
ば
、住
民
の
経
済
交
通
圏
も
違

い
ま
す
。学
校
や
仕
事
、病
院
、事
務
所
な

ど
施
設
の
立
地
条
件
も
全
く
異
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、運
営
協
議
会
で
は
そ
の
地
域
に

合
っ
た
独
自
の
運
行
形
態
を
と
ら
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
画

一
的
な
バ
ス
運
行
で
は
な
く
、自
分
た
ち

に
合
っ
た
自
分
た
ち
の
バ
ス
運
行
を
作
り

上
げ
ま
し
た
。

　
運
行
に
あ
た
っ
て
は
運
転
手
や
運
行
管

理
者
、事
務
員
な
ど
も
す
べ
て
地
域
住
民

で
ま
か
な
っ
て
い
ま
す
。安
全
面
に
最
大

限
配
慮
し
な
が
ら
、住
民
の
力
で
バ
ス
を

走
ら
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
す
。

新たな公共交通ネットワーク

▲

▲

▲
▲

▲
▲

（ＮＰＯ法人など）

運行サービス

利用状況報告

バス利用

運行内容提案

アドバイス

運行委託

利用状況報告
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板
取
地
域

　
関
市
板
取
ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
会

【
特
徴
】

　
板
取
地
域
で
は
こ
れ
ま
で
路
線

バ
ス
を
含
め
１
日
9
本
運
行
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
4
月
か
ら
は
門
原

と
洞
戸
車
庫
を
結
ぶ
往
復
路
線
と

な
り
、
１
日
　
本
と
大
幅
な
増
便

12

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
洞
戸
車

庫
で
市
内
中
心
部
や
岐
阜
方
面
へ

の
幹
線
バ
ス
へ
の
乗
り
継
ぎ
が
便

利
に
な
り
ま
し
た
。

【
事
業
者
】

　
板
取
地
域
内
バ
ス
の
運
営
を
担

う
板
取
ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
づ
く
り

推
進
協
議
会
は
、
市
の
指
定
管
理

を
受
け
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
運

営
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

「
特
に
こ
れ
か
ら
高
齢
者
が
多
く

な
っ
て
き
ま
す
の
で
、
こ
う
し
た

方
々
の
足
の
確
保
と
い
う
の
は
大

事
な
問
題
と
な
っ
て
き
ま
す
。
こ

れ
ま
で
は
板
取
か
ら
岐
阜
市
や
名

古
屋
市
へ
の
通
学
・
通
勤
は
不
可
能

で
し
た
が
、
今
回
の
自
主
運
行
バ

ス
で
、
朝
5
時
　
分
に
門
原
を
出

40

発
す
る
バ
ス
に
乗
れ
ば
岐
阜
市
の

高
校
は
全
て
通
え
ま
す
し
、
名
古

屋
市
ま
で
通
勤
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。
こ
う
し
た
バ
ス
運
行
は
板

取
始
ま
っ
て
以
来
の
こ
と
で
、
画

期
的
な
バ
ス
を
走
ら
せ
る
こ
と
が

で
き
て
本
当
に
よ
か
っ
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。
」

武
芸
川
地
域

　
武
芸
川
地
域

　
　
　
　
バ
ス
運
営
協
議
会

【
特
徴
】

　
武
芸
川
地
域
で
は
、
こ
れ
ま
で

福
祉
バ
ス
が
地
域
内
を
走
っ
て

い
ま
し
た
。
今
年
4
月
か
ら
は

地
域
内
運
行
に
限
定
す
る
こ
と

で
地
域
内
を
東
回
り
と
西
回
り

の
2
巡
回
に
し
、
運
行
本
数
は
　11

本
と
増
え
ま
し
た
。
さ
ら
に
地

域
内
巡
回
に
な
っ
た
こ
と
で
、
こ

れ
ま
で
バ
ス
ル
ー
ト
か
ら
離
れ

て
い
た
地
域
の
奥
ま
で
バ
ス
が

入
り
、
以
前
と
比
べ
て
バ
ス
停
が

大
幅
に
増
え
ま
し
た
。

【
事
業
者
】

　
武
芸
川
地
域
バ
ス
運
営
協
議

会
は
住
民
に
よ
る
団
体
で
地
域

内
バ
ス
を
運
営
す
る
た
め
に
組

織
さ
れ
ま
し
た
。

武
儀
地
域

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
平
成
村

【
特
徴
】

　
武
儀
地
域
は
山
間
部
の
た
め

洞
が
深
く
、
地
域
内
全
域
を
回

る
と
3
時
間
以
上
も
掛
か
っ
て

し
ま
い
1
日
3
回
が
限
界
で
し

た
。
4
月
か
ら
は
下
之
保
、
中

之
保
、
富
之
保
地
区
に
週
2
回
、

5
コ
ー
ス
に
分
け
巡
回
し
、
月
・

水
曜
日
が
5
本
、
水
・
金
曜
日
が

5
本
、
火
・
木
曜
日
が
5
本
と
い

う
よ
う
に
増
便
を
果
た
し
ま
し

た
。
ま
た
、
幹
線
道
路
に
は
関

上
之
保
線
も
併
走
し
て
い
る
の

で
地
域
内
の
各
所
で
乗
り
継
ぎ

が
可
能
で
す
。

【
事
業
者
】

　
3
年
前
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日

本
平
成
村
が
福
祉
有
償
運
行
を

行
っ
て
お
り
、
こ
う
し
た
実
績

を
踏
ま
え
て
地
域
内
バ
ス
運
行

を
行
っ
て
い
ま
す
。

上
之
保
地
域

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
上
之
保

　
　
　
　
さ
つ
き
交
流
協
会

【
特
徴
】

　
上

之

保

地

域

で

は

メ

ロ

デ
ィ
ー
バ
ス
が
運
行
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
4
月
か
ら
は
曜
日
に

よ
っ
て
巡
回
す
る
集
落
を
分
け

る
こ
と
で
、
1
日
の
運
行
本
数

を
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
使
用
す
る
バ
ス
の
小
型

化
に
よ
り
こ
れ
ま
で
は
入
れ
な

か
っ
た
戸
丁
・
山
中
集
落
に
も
巡

回
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
も
含
め
３
台
が

巡
回
し
て
い
ま
す
。

【
事
業
者
】

　
上
之
保
地
域
の
地
域
内
バ
ス

を
運
営
す
る
の
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

上
之
保
さ
つ
き
交
流
協
会
で
す
。

こ
の
協
会
で
は
子
ど
も
た
ち
の

交
流
支
援
活
動
な
ど
も
行
っ
て

い
ま
す
。

事業者

事業者

事業者

事業者

▲

理
事
長
　
長
屋
賢
治
さ
ん
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洞
戸
地
域

　
ほ
ら
ど
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

【
特
徴
】

　
洞
戸
地
域
は
こ
れ
ま
で
地
域
内
を

巡
回
す
る
バ
ス
は
な
く
、
福
祉
バ
ス
が

運
行
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
地
域
は
国

道
に
沿
っ
て
集
落
が
点
在
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
地
域
内
巡
回
バ
ス
を
往
復

運
行
さ
せ
る
こ
と
で
、
1
日
　
便
の
運

15

行
を
可
能
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
洞
戸

栗
原
車
庫
で
板
取
地
域
内
バ
ス
と
岐

阜
バ
ス
に
接
続
し
、
利
便
性
を
高
め
て

い
ま
す
。

【
事
業
者
】

　
ほ
ら
ど
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
は
住

民
に
よ
る
任
意
団
体
で
、
洞
戸
地
域
全

体
の
ま
ち
づ
く
り
を
担
う
諸
団
体
や

個
人
が
参
加
し
て
地
域
の
祭
り
や
生

涯
学
習
活
動
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、
地

域
内
バ
ス
の
ス
タ
ー
ト
に
当
た
っ
て

運
営
の
受
け
皿
と
な
り
ま
し
た
。

「
洞
戸
地
域
と
い
う
の
は
、
中
心
部

（
市
場
）
か
ら
、
四
方
に
、
谷
で
分
か

れ
て
い
ま
す
。
菅
谷
地
区
、
高
賀
地

区
、
大
野
地
区
、
片
地
区
の
4
カ
所
を

絶
え
ず
往
復
運
行
し
て
い
ま
す
。
4

年
ほ
ど
前
か
ら
地
元
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

で
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
な
ど
が
で
き

な
い
か
と
い
う
検
討
も
し
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
が
、
今
回
、
こ
う
し
た
バ
ス

事
業
の
話
が
持
ち
上
が
っ
て
き
た
と

き
に
、
ぜ
ひ
と
も
こ
の
バ
ス
運
行
を

や
り
た
い
と
、
こ
ち
ら
か
ら
申
し
出

ま
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
の
中

に
バ
ス
運
営
協
議
会
を
設
置
し
、
現

在
、
バ
ス
を
走
ら
せ
て
い
ま
す
。」

事業者

自
主
運
行
成
功
へ
の
カ
ギ

本
格
運
行
に
向
け
て

　
今
年
4
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
地
域
内
自
主
運

行
バ
ス
は
、2
年
間
の
試
行
運
転
で
、
平
成
　
年
度

23

か
ら
地
域
と
の
協
働
に
よ
り
本
格
運
行
と
な
る
予

定
で
す
。し
か
し
、完
全
な
自
主
運
行
に
向
け
て
は
、

ま
だ
ま
だ
多
く
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　
試
行
運
転
期
間
中
の
作
業
工
程
と
し
て
、地
域

住
民
の
ニ
ー
ズ
が
反
映
さ
れ
る
運
行
ル
ー
ト
の
作

成
や
、運
行
ダ
イ
ヤ
の
設
定
、高
齢
者
や
障
が
い
者

で
も
利
用
し
や
す
い
施
設
な
ど
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、何
よ
り
重
要
な
の
が
安
全
運
行
で
す
。安

全
安
心
な
バ
ス
運
行
は
自
主
運
営
の
絶
対
条
件
で

あ
り
、運
転
手
の
安
全
講
習
や
運
行
管
理
の
有
資

格
者
の
育
成
な
ど
に
力
を
入
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

持
続
的
運
営
の
た
め
に

　
本
格
的
な
運
行
を
持
続
し
て
い
く
た
め
に
は
、

今
後
は
有
償
運
行
も
視
野
に
入
れ
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。そ
の
た
め
に
は
利
用
の
拡
大
を
図
る
こ

と
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。地
域
の
バ
ス
を
育

て
る
の
は
他
の

誰
で
も
な
く
、

利
用
す
る
地
域

の
人
な
の
で
す
。

バ
ス
と
と
も
に
地
域
が
変
わ
る

　
公
共
バ
ス
運
行
事
業
と
い
う
も
の
は
、
単
に
地

域
住
民
の
足
を
確
保
す
る
と
い
う
目
的
だ
け
で
は

な
く
、
高
齢
者
福
祉
や
障
が
い
者
福
祉
、
医
療
、

雇
用
、
子
ど
も
た
ち
の
通
学
、
そ
し
て
ま
ち
づ
く

り
な
ど
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
い
て
大

き
な
影
響
を
与
え
る
大
切
な
事
業
で
す
。

　
市
で
は
、
こ
の
地
域
内
自
主
運
行
バ
ス
の
運
営

を
契
機
と
し
て
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
に
主
体
的

に
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
き
、
地
域
の

さ
ら
な
る
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
の
地
域
内
自
主
運
行
バ

ス
で
す
が
、
今
の
こ
の
形
態
が
決
し
て
最
良
の
形

と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
だ
ま
だ
問
題

や
要
望
な
ど
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
の
地
域
内
バ
ス
運
行
に
限
ら
ず
、

「
地
域
で
起
き
て
い
る
問
題
を
地
域
住
民

の
力
で
解
決
し
て
い
く
」
と
い
う
、
こ
う
し

た
取
り
組
み
が
、
こ
れ
か
ら
の
関
市
に
と
っ
て
は

大
変
重
要
と
な
り
ま
す
。

▲

委
員
長
　
後
藤
信
幸
さ
ん
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月
か
ら
ス
タ
ー
ト

10　
関
地
域
に
お
け
る
市
内
巡
回
バ
ス
に
つ
い

て
は
、利
用
者
の
皆
さ
ん
か
ら
の
要
望
を
受

け
て
、公
共
交
通
会
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
　
月
を
目
標
に
市
内
巡
回
バ
ス
の
再

10

編
成
を
行
い
、新
た
な
運
行
を
開
始
し
ま
す
。

関
地
域
の
巡
回
バ
ス

　
　
が
変
わ
り
ま
す

買
い
物
循
環
線

関
市
役
所

わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ

中
濃
厚
生
病
院

関
信
用
金
庫
本
店

関
市
文
化
会
館

栄
町
１

バ
ロ
ー
関
緑
ヶ
丘

十
六
銀
西
関
支
店

マ
ー
ゴ

ピ
ア
ゴ

吉
田
観
音
前

バ
ロ
ー
関
ひ
が
し

せ
き
東
山

本
町
１

中
濃
厚
生
病
院

関
市
役
所

市
街
地
病
院
循
環
線

関
市
役
所

わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ

中
濃
厚
生
病
院

関
信
用
金
庫
本
店

関
市
文
化
会
館

栄
町
１

関
郵
便
局

梅
ヶ
枝

寿
町

関
中
央
病
院

肥
田
瀬
パ
ワ
ー
ズ

岩
下

せ
き
東
山

本
町
１

中
濃
厚
生
病
院

関
市
役
所

わ
か
く
さ
・
小
瀬
線

関
市
役
所

わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ

中
濃
厚
生
病
院

関
信
用
金
庫
本
店

関
市
文
化
会
館

栄
町
1

中
福
野
緑
ヶ
丘
公
園

北
福
野
西
部
公
民
セ
ン
タ
ー

緑
ヶ
丘
3
丁
目

小
瀬

星
ヶ
丘
公
園
南

北
福
野
西
部
公
民
セ
ン
タ
ー

栄
町
1

関
市
文
化
会
館

中
濃
厚
生
病
院

関
市
役
所

わ
か
く
さ
・
下
有
知
線

関
市
役
所

わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ

中
濃
厚
生
病
院

下
有
知
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

下
井
桁

寺
田
団
地

関
ノ
上
口

今
宮

下
有
知
上
切

東
志
摩

重
竹

富
士
塚
神
社
西

竪
切
南

関
市
文
化
会
館

中
濃
厚
生
病
院

関
市
役
所

【循環系】

【わかくさ系】

新しい市内巡回バスの路線
　新しい市内巡回バスの主な停留所を掲載しました。詳しい停留所や路線

は市役所や支所のほか、市ホームページなどで見ることができるよう、現在

準備を進めています。なお、９月中には時刻表を配布する予定です。

　　　　　◆照会先　企画政策課　緯２３－６８３１

わかくさ系・マーゴ東山線に接続

循環系・マーゴ東山線に接続

マーゴ系に接続 わかくさ系・マーゴ東山線に接続

循環系・マーゴ東山線に接続

デマンド田原線・迫間線に接続

新型車両のイメージ

主な停留所

主な停留所
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マ
ー
ゴ
・
東
山
線

マ
ー
ゴ

ピ
ア
ゴ

栄
町
１

関
市
文
化
会
館
前

関
信
用
金
庫
本
店

西
本
郷
通
6

円
保
通
1

仲
町
郵
便
局

関
口
駅

関
高
校

関
中
央
病
院

バ
ロ
ー
関
ひ
が
し

せ
き
東
山

マ
ー
ゴ
・
小
金
田
線

マ
ー
ゴ

倉
知
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

ア
ン
ビ
エ
ン
テ
く
ら
ち

ベ
イ
シ
ア

小
屋
名

小
金
田

津
保
川
台

虹
ヶ
丘

関
市
山
田

下
白
金
公
民
セ
ン
タ
ー

保
明

保
戸
島
公
民
セ
ン
タ
ー

小
屋
名
中
島

ベ
イ
シ
ア

下
倉
知

マ
ー
ゴ

【マーゴ系】

マ
ー
ゴ
・
千
疋
線

倉
知
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

ア
ン
ビ
エ
ン
テ
く
ら
ち

ベ
イ
シ
ア

小
屋
名
追
分

小
屋
名
中
島

千
疋
公
民
館

植
野
公
民
館

松
林
寺
団
地
口

千
疋
北

大
平
台
タ
ウ
ン

千
疋
大
橋

小
屋
名
中
島

ベ
イ
シ
ア

下
倉
知

関
中
央
病
院
・
田
原
線

西
田
原
西

西
田
原
東

東
田
原

大
杉
口

大
杉

大
杉
南

野
田

関
工
業
団
地

中
日
本
航
空
専
門
学
校

田
原
小
学
校

西
田
原
農
協

向
陽
台
団
地

向
陽
台
下

関
中
央
病
院
・
迫
間
線

稲
河

桜
ヶ
丘
小
学
校

稲
口
東

桜
台
西
口

桜
台

桜
台
東

小
迫
間
公
民
館

迫
間
台
1
丁
目
　
番
14

迫
間
台
中
央
公
園
西

迫
間
台
中
央
公
園

迫
間
台
公
民
セ
ン
タ
ー

上
迫
間
西

上
迫
間
公
民
館

下
迫
間
大
雲
寺

下
迫
間
公
民
セ
ン
タ
ー

【デマンド系】

マ
ー
ゴ
・
向
山
線

自
動
車
講
習
セ
ン
タ
ー

前
山
第
2
公
園

前
山
第
5
公
園

稲
口

赤
尾
コ
ン
タ
ク
ト
ラ
ン
ド

関
商
工
西

四
季
ノ
台
西
口

桐
谷
住
宅

藤
谷

向
山
団
地

向
山
団
地
北
口

藤
谷
口

稲
口

前
山
第
2
公
園

「デマンド」とは：　利用度が比較的低く広範囲な地域において、需要に見合った効率的
　な運行ができるＤＲＴ（Demand-Responsive-Transit：需要応答型公共交通）のこと。
　予約により運行するバスです。始発時刻の1時間前までに予約が必要となります。

マーゴ系・買い物循環線に接続 マーゴ系・買い物循環線に接続

買い物循環線に接続 買い物循環線に接続

買い物循環線に接続 循環系・わかくさ系に接続 病院循環線・デマンドに接続

病院循環線・マーゴ東山線に接続病院循環線・マーゴ東山線に接続

（予約型乗合方式）

マ
ー
ゴ

マ
ー
ゴ

関
中
央
病
院

マ
ー
ゴ

マ
ー
ゴ

関
中
央
病
院

関
中
央
病
院

わ
か
く
さ
・
富
野
線

西
黒
屋

黒
屋
公
民
館

東
黒
谷

塔
ノ
洞

志
津
野
長
坂

下
志
津
野

小
坂

小
野
構
造
改
善
セ
ン
タ
ー

白
木
野
口

八
神

西
神
野

今
谷

藤
谷

わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ

関
市
役
所

中
濃
厚
生
病
院

循環系・わかくさ系に接続

わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ

中
濃
厚
生
病
院

関
市
役
所

主な停留所

主な停留所
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　介護者の心身の疲労がたまった時に相談できる相手がいなかったり、介護を一人でがんばってしまうと気

づかないうちに高齢者の心身に深い傷を負わせてしまうことがあります。

　高齢者虐待は誰にでも起こり得る身近な問題です。高齢者虐待は介護者の負担軽減や認知症の適切な対

応により防ぐことができます。

◎高齢者の方の気持ち

「また怒られてしまった・・・

思うようにできないだけで迷惑をかけるつもりはないのに。」

「自分のお金だから自由に使いたいのに、子どもが全部管理してしまう・・・。」

「世話をしてもらっているのだから、辛いけど誰にも言えない。」

　　　　　　　　　　　　　　　こんなことなどが虐待になります

　身体的虐待　　　 ・たたく、つねる、殴る、蹴る、やけどを負わせる

   　　　　　　　　 ・ベッドにしばりつけたり、意図的に薬を過剰に与える

　介護・世話の放任  ・空腹、脱水、低栄養状態のままにする

   　　　　　　　　 ・おむつを替えない、劣悪な状態で放置する、介護・医療サービスを受けさせない

　心理的虐待 　　　 ・排せつなどの失敗に対して恥をかかせる

   　　　　　　　　 ・怒鳴る、ののしる、無視する、子ども扱いする

　性的虐待 　　　 ・下半身を裸にして放置する

   　　　　　　　 ・キス、性器への接触

　経済的虐待 　 ・日常生活に必要な金銭を渡さない、本人の自宅を無断で売却する

  　　　　　　　　 ・年金や預貯金を本人の意思・利益に反して使用する

◎介護している方（養護者）の気持ち

「がんばって介護しているのにどうしてうまくいかないの？イライラする！」

「何度も同じことを言わないで ！ また、汚してる ！ いい加減にして・・・。」

「介護に疲れた・・・。いつまで続くのだろう・・・。」

◎地域の方の気持ち

「虐待なんて大げさかなあ・・・。」

「よその家庭のことだし、余計なお世話かもしれない・・・。

でも、様子が変だし気になるなあ・・・。」

「自分が通報したことが当事者にわかってしまわないかなあ・・・。」

　高齢者の虐待は、当事者に自覚がなかったり、虐待を受けている高齢者が家族に遠慮したりすることから

周囲には見えにくいものです。また、他人が口を出しにくいということもあります。

　しかし、虐待を止めることは虐待をしている養護者のためにも必要なことです。

　「おかしいな」と思ったり、迷った時はお近くの地域包括支援センターにご相談ください。　

※平成18年4月に高齢者虐待防止・養護者支援法が施行されました。

　虐待に気づいた方は市（地域包括支援センター）に通報する努力義務が定められました。なお、相談者や通報者

の秘密は守られますのでご安心ください。

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」ににににににににににににににににににににににつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつついいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいててててててててててててててててててててててごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知でででででででででででででででででででででですすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
～「誰にも言えない・・・。」とひとりで悩んでいませんか？～
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～身身身身身身身身身身身身身身身身身身身身身身近近近近近近近近近近近近近近近近近近近近近近なななななななななななななななななななななな相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包括括括括括括括括括括括括括括括括括括括括括括支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援セセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタターーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」ををををををををををををををををををををををごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだささささささささささささささささささささささいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

お近くの地域包括支援センタお近くの地域包括支援センターー

　 関市西地域包括支援センター（洞戸事務所2階　関市西地域包括支援センター（洞戸事務所2階））察察0580581－58－27111－58－2711

担当　　　担当地地域域：洞戸・板取・武芸：洞戸・板取・武芸川川

　 関市東地域包括支援センター（武儀事務所1階　関市東地域包括支援センター（武儀事務所1階））察察49－212249－2122

担当　　　担当地地域域：富野地区、武儀・上之：富野地区、武儀・上之保保

　 関市中央地域包括支援センター（わかくさプラザ・総合福祉会館1階　関市中央地域包括支援センター（わかくさプラザ・総合福祉会館1階））察察25－298825－2988

担当地域：上記を除く市　　　担当地域：上記を除く市内内

　高齢者の皆さんやその家族、近隣に暮らす人の介護に関する悩みや問題に対応します。

介護に関する相談や心配や悩み以外にも健康や福祉、医療や生活に関することなど、どのような相談にも対

応します。「どこに相談するのかわからない」と相談することをあきらめてしまったことはありませんか。

　地域包括支援センターでは、問題に応じて適切なサービスや機関、制度の利用におつなぎします。
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道
路
は
、
私
た
ち
の
日
常
生
活
に
欠
く
こ

と
の
で
き
な
い
最
も
身
近
な
公
共
施
設
で
す
。

道
路
を
利
用
し
て
い
る
市
民
の
皆
さ
ん
に

改
め
て
、
道
路
の
役
割
や
重
要
性
を
再
確
認

し
て
い
た
だ
く
た
め
、
8
月
の
1
カ
月
間
を

「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
も
う
一
度
わ
た
し
た
ち
の

身
近
な
公
共
施
設
「
道
路
」
を
見
つ
め
直
し
、

み
ん
な
の
協
力
で
安
全
で
快
適
に
利
用
で
き

る
道
路
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

 
道
路
に
は
、
大
き
く
分
け
て
『
交
通
機
能
』

『
土
地
利
用
誘
導
機
能
』『
空
間
機
能
』
の
3
つ

の
役
割
が
あ
り
ま
す
。

『
交
通
機
能
』
と
は
、
人
や
物
な
ど
の
行
き

来
に
役
立
つ
こ
と
で
す
。

『
土
地
利
用
誘
導
機
能
』
と
は
、
道
が
で
き

る
こ
と
に
よ
っ
て
住
宅
や
店
舗
が
建
設
さ
れ

る
な
ど
の
土
地
の
利
用
が
促
進
さ
れ
る
こ
と

で
す
。

『
空
間
機
能
』
と
は
、
電
気
、
水
道
な
ど
の

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
収
容
、
災
害
時
の
避
難
路

や
火
災
時
の
延
焼
防
止
な
ど
の
こ
と
で
す
。

「
も
し
道
路
が
な
か
っ
た
ら
」
を
考
え
た
と

き
、
道
路
の
大
切
さ
を
再
認
識
で
き
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

道
路
の
役
割

 
自
宅
な
ど
の
駐
車
場
出
入
り
口
前
に
、
道

路
（
車
道
）
と
の
段
差
を
解
消
す
る
た
め
の

「
乗
上
げ
ブ
ロ
ッ
ク
」
な
ど
を
置
い
て
い
ま
せ

ん
か
。
こ
の「
乗
上
げ
ブ
ロ
ッ
ク
」
は
、
通
行
の

支
障
と
な
り
大
変
危
険
で
す
の
で
撤
去
を
お

願
い
し
ま
す
。

そ
の
他
、
自
動
販
売
機
、
商
品
、
立
て
看
板

な
ど
も
通
行
の
障
害
物
と
な
り
ま
す
の
で
、

道
路
上
に
は
絶
対
に
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

 
道
路
を
快
適
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
沿
線

の
景
観
美
化
に
努
め
て
い
ま
す
が
、
心
無
い

人
の
空
き
缶
や
吸
い
殻
、
弁
当
の
空
き
箱
な

ど
の
ポ
イ
捨
て
、
時
に
は
、
電
化
製
品
、
タ
イ

ヤ
な
ど
が
不
法
投
棄
さ
れ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
が
気
持
ち
よ
く
使
え
る
よ
う
、
マ

ナ
ー
を
守
っ
て
道
路
の
美
化
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

 
道
路
の
安
全
確
保
・
景
観
美
化
の
た
め
、
市

で
は
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す

が
、
市
内
全
域
を
く
ま
な
く
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
の
が
実
情
で
す
。

「
道
路
に
穴
が
あ
い
て
い
る
」「
道
路
に
木
が

倒
れ
て
い
る
」「
照
明
灯
の
球
が
切
れ
て
い
る
」

な
ど
、
お
気
づ
き
の
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

ル
ー
ル
を
守
っ
て
！
（
こ
ん
な
危
険
な

こ
と
を
し
て
い
ま
せ
ん
か
？
）

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
！
 

情
報
提
供
と
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

ま
た
、
自
宅
の
前
や
身
近
な
道
路
の
清
掃
、

草
刈
り
な
ど
に
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 
道
路
は
本
来
、
通
行
の
た
め
に
使
用
す
る

も
の
で
す
が
、
実
際
に
は
通
行
の
た
め
以
外

に
も
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

道
路
脇
に
電
柱
、
上
空
に
は
電
線
、
地
下

に
水
道
管
な
ど
、
道
路
本
来
の
機
能
を
妨
げ

な
い
範
囲
で
許
可
を
し
て
い
ま
す
。

道
路
に
は
み
出
し
て
工
事
の
足
場
を
設
置

し
た
り
、
看
板
や
日
よ
け
な
ど
を
取
り
付
け

た
り
す
る
場
合
に
は
占
用
の
許
可
が
必
要
で

す
の
で
、
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

設
置
を
す
る
に
あ
た
っ
て
占
用
料
金
が
か

か
り
ま
す
。

ま
た
、
宅
地
へ
の
出
入
り
の
た
め
に
水
路
に

通
路
橋
を
架
け
る
場
合
も
同
様
に
許
可
が
必

要
で
す
。

な
お
、
物
件
に
よ
っ
て
、
大
き
さ
、
出
幅
、

構
造
、
設
置
場
所
な
ど
の
基
準
が
異
な
り
、

許
可
で
き
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し

く
は
土
木
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

手
続
き
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　
　

８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８
月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月
ははははははははははははははははははははは
「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「
道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道
路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路
ふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふ
れれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれ
あああああああああああああああああああああ
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月
間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間
」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」
ででででででででででででででででででででで
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
照
会
先
　
土
木
課
（
察
姥
７
７
１
３
）

 「「「「「「「「「「
まままままままままま
たたたたたたたたたた
歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩
ここここここここここ
うううううううううう
そそそそそそそそそそ
んんんんんんんんんん
なななななななななな
気気気気気気気気気気
にににににににににに
なななななななななな
るるるるるるるるるる
道道道道道道道道道道
がががががががががが
いいいいいいいいいい
いいいいいいいいいい

「
ま
た
歩
こ
う
そ
ん
な
気
に
な
る
道
が
い
い
」」」」」」」」」」」

　
　
　
　
　
（
平
成
　
年
度
「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」
推
進
標
語
最
優
秀
賞
作
品
）

21

知
っ
て
い
ま
す
か
？（
豆
知
識
）

「
道
の
日
」

8
月
　
日
は
、「
道
の
日
」で
す
。
1
9
2
0

10

年
（
大
正
9
年
）
8
月
　
日
に
、
日
本
で
最
初

10

の
近
代
的
道
路
整
備
計
画
と
な
る
「
第
一
次
道

路
改
良
計
画
」
が
ス
タ
ー
ト
し
た
日
で
あ
り
、

8
月
に
は
「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」
と
し
て
各

地
で
道
路
に
関
す
る
Ｐ
Ｒ
活
動
が
行
わ
れ
て

い
た
こ
と
か
ら
こ
の
日
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

「
日
本
の
道
1
0
0
選
」

日
本
の
道
1
0
0
選
と
は
、
1
9
8
6
年

（
昭
和
　
年
）に
道
の
日
の
制
定
を
記
念
し
て
、

61

建
設
省
（
現
在
の
国
土
交
通
省
）
と
道
の
日
実

行
委
員
会
に
よ
り
制
定
さ
れ
た
日
本
の
特
色

あ
る
優
れ
た
道
路
1
0
4
本
の
こ
と
で
す
。

岐
阜
県
内
で
は
、
関
市
の「
板
取
街
道
」（
別

名：

ア
ジ
サ
イ
ロ
ー
ド
）
と
海
津
市
の
「
木
曽

三
川
パ
ー
ク
ウ
ェ
イ
」
が
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

ア
ジ
サ
イ
の
咲
き
誇
る
時
期
に
訪
れ
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

看看看看看看看看看看看看看看看看看看看看看板板板板板板板板板板板板板板板板板板板板板・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日よよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけののののののののののののののののののののの基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基看板・日よけの基準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準
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　女性も男性もかけがえのない存在として認め合い、協力し合える社会の実現を目指して始まった男女共同

参画の取り組みも14年目を迎えました。IT社会が進む中で、複雑化するコミュニケーション。ちょっとしたこ

とで、気持ちがすれちがってしまったり、誤解が生じたり・・・『もう少しよい関係が築けたらいいのになあ』とい

う思いをしたことはありませんか？

　自分では気づかない日常的なコミュニケーションを確認し、ちょっとした工夫をするだけで人生が楽しくな

ること請け合いです。この講座では、仲間とともに学びあう中で自己理解を深め、あなたらしさがさらに輝く

ためのコミュニケーションのコツを学び合っていきます。

講　師テ　ー　マ開催日時

マホ　コミュニケーション代表

浅井　真帆さん
（フリーアナウンサー、国際コーチ

連盟認定プロフェッショナルコーチ、

NPOキャリア開発協会認定キャリア

デベロップメントアドバイザー）

わたし「相互理解の工夫」
 9月 3日（木）
19：00～21：00

1回

かかわる「コミュニケーションゲーム」
 9月10日（木）
19：00～21：00

2回

きく「聞く・聴く・訊く」
 9月17日（木）
19：00～21：00

3回

はなす「わかりやすく伝える」
10月 1日（木）
19：00～21：00

4回

つながり「私・仲間・社会」
10月 8日（木）
19：00～21：00

5回

 連続講座 　　5回連続して受講していただく講座です。自分を変えるチャンスをつかみましょう。

《 会  場 》　関市文化会館　第3・4会議室　　 　《 申込方法 》　電話、ファックスまたは郵送で

　　　　　 関市桜本町2丁目30番地1　　　　　　　　      　  直接企画政策課までお申し込みください

《 対  象 》　なるべく全日程参加できる方　　　　《 申 込 先 》　関市企画政策課

《 定  員 》　50人        　　　　　　　　　　　　　　　　　　  〒501-3894　関市若草通3丁目1番地

《 参加費 》  無料　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　 　  緯23－6876　鯖23－7744

講　師テ　ー　マ開 催 日 時 ・ 場 所

マホ　コミュニケーション

代表

　　浅井　真帆さん

つながりを築いて、人生を楽しもう！

～心と言葉のキャッチボール～

8月20日（木）19：00～21：00
武儀生涯学習センター　会議室

8月27日（木）19：00～21：00
板取生涯学習センター　会議室

 入門編 　　連続講座の入門編として2会場で開催します。同じ内容ですので、いずれかの会場で受講し

　　　　　　てください。

《 定　員 》　各50人　　　　　　　　　　　    《 申込方法 》　「連続講座」の申込先へお申し込みください

《 参加費 》　無料　　　　　　　　　　　　　　   　　　　　（参加希望日、会場もお知らせください）
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◆活動内容
・地域、子ども会、グループなどの活動の計

画書作りや、実践のアドバイス

・暮らしを豊かにする生涯学習の相談や要

望への対応

・ボランティア情報窓口の相談受付

・市民講座の開催

・生涯学習イベントの開催

・豊かな暮らしのアドバイザー（生涯学習の

登録・人材活用）　

◆生涯学習ボランティア情報窓口

▽日時　毎週土曜日　午後1時～3時

▽場所　わかくさ・プラザ「学習情報館1

階・受付コーナー」

▽担当　会員が当番で相談に応じます。

お気軽にお越しください。

◆募集
「生涯学習ボラ・アド関の子ども教室」

～花（造花）を作ろう～

夏休みの工作のお手伝いをします。

日　時　8月9日（日）、20日（木）の2日間

　　　　午前10時～正午

場　所　わかくさ・プラザ

　　　　「学習情報館2階・創作実習室」

対　象　市内在住の小学生

　　　　（保護者の参加も可）

定　員　30人（材料30セット分）

材料費　1セット500円

持ち物　筆記用具、はさみ、のり、

　　　　ぞうきん、厚紙（A4程度）

講　師　ボラ・アド関会員

申込・照会先　藤本静子（緯鯖22-9738）

　生涯学習ボラ・アド関とは、関市生涯学習推進ボランティア・アドバイザー協議会の通称です。

人生を豊かにする生涯学習のお手伝いをします。

照会先　関市生涯学習推進ボランティア・アドバイザー協議会事務局

　　　　　　　（代表・後藤晶子緯090-4266-9277または生涯学習課内緯23-7777）
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◆貸し出し教材・教具　

　渇16ミリ映写機 2台

　渇液晶プロジェクタ－ 1台

　渇ＶＨＳ・ＤＶＤ一体型ビデオデッキ 1台

　渇80型大型スクリ－ン 1台

　渇16ミリフイルム 217本

　渇ビデオテープ 83本

　渇ＤＶＤ 67枚

◆平成21年度新規購入作品

　ビデオテープ1本、ＤＶＤ37枚　計38作品

上映時間制　作ビデオテ－プ名

27分  岩波映像
 1　ゆとりある老後をめざして

      生涯学習で自立・共生

上映時間制　作ＤＶＤ名

30分  共和教育映画社 1　同級生

23分  映学社 2　地震に備えて今、やるべきこと

20分  映学社 3　地球温暖化と異常気象

21分  岩波映像 4　自転車も車両です

各30分  岩波映像 5 　フレンドリー・バニー・マイロ1・2・4巻

各45分  岩波映像 6 　ＮＨＫこども人形劇場（全6巻）

27～33分  岩波映像 7 　スーパーマン＆ポパイ（全5巻）

各30分  岩波映像 8　世界名作童話（全5巻）

各23分  岩波映像 9　日本の童話／世界の童話（全6巻）

8～21分  岩波映像10   アニメ落語館（全3巻）

26分  岩波映像11   名探偵コナン防犯ガイド

18分  岩波映像
12   主婦・お年寄り狙いの悪質商法 

      詐欺手口にご用心

23分  岩波映像
13   主婦・お年寄り狙いの悪質商法 

      孤独・お金・健康につけ込む

21分  岩波映像14   火災から高齢者を守る

15分  共和教育映画社15   みーちゃんとゆうすけの交通安全

◆申込先
　中濃地域広域行政事務組合事務局

　クリ－ンプラザ中濃内

　中濃地区視聴覚ライブラリー

　（緯25─1411・姉23─1094）

　http://www18.ocn.ne.jp/~c-kouiki/

視聴覚教育教材を
　ご利用ください
中濃地域広域行政事務組合では、

視聴覚教育教材を無料で貸し出し

しています。

　富山湾を横断し、氷見市と黒部市を結ぶ「富山湾横断観光船」が、この夏、期間限定で運航され

ています。夏の爽やかな潮風を受けながら富山湾を横断し、絶景を楽しみませんか？

　運行期間　8月23日（日）まで

　航　　路　氷見フィッシャーマンズワーフ海鮮館（氷見漁港内）―魚の駅「生地」（黒部漁港内）

　運行本数・時間　　1日2往復（午前・午後各1往復）　

　　（氷見フィッシャーマンズワーフ海鮮館）　　　　（魚の駅「生地」）

　　　　　　　 8：30　　　　　→　           10：00

　　　　　　　12：15       　　   ←              10：45

　　　　　　　13：45       　　   →              15：15

　　　　　　　18：00       　　   ←              16：30

　乗船料金　片道　中学生以上2,000円、小学生1,000円、幼児無料（割引プランあり）

　観光船予約サイト　　http：//www.cruise-toyama.jp/

　問合先　富山湾横断観光船実行委員会　緯0765-57-0121

今今今今今今今今今今今今今今年年年年年年年年年年年年年年のののののののののののののの夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏はははははははははははははは富富富富富富富富富富富富富富山山山山山山山山山山山山山山今年の夏は富山湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾

ククククククククククククククルルルルルルルルルルルルルルーーーーーーーーーーーーーーズズズズズズズズズズズズズズをををををををををををををを楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽ししししししししししししししみみみみみみみみみみみみみみまままままままままままままませせせせせせせせせせせせせせんんんんんんんんんんんんんんかかかかかかかかかかかかかかクルーズを楽しみませんか？？？？？？？？？？？？？？？ 

氷
見
ク
イ
ズ
の
正
解

（
広
報
せ
き
5
月
1
日
号
）

正
解
は
「
①
あ
ん
し
ん
号
」
で
し
た
。
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
5
人
の
方
に
、

氷
見
市
提
供
の
笑
ゥ
せ
ぇ
る
す
ま
ん
マ
グ
カ
ッ
プ
＆
灰
皿
を
お
送
り
し
ま
す
。

～氷見再発見～

◆問題　国際宇宙ステーションの若田光一さ

んと交信した学校は？

①中部学院大学　②関商工高校　③武芸川中学校

◆景品（氷見市提供）　正解者の中から抽選で5人に氷見市特産

品をプレゼント

◆応募方法　はがきにクイズの答えと郵便番号、住所、氏名、年齢

を記入し、関市広報課（〒501－3894若草通3－1）へ

送付してください。広報へのご意見もお書きください。

◆応募期限　8月31日（月）必着

栄



14広報せき  2009.8.1

  企
画
展
  「
夏
休
み
子
ど
も
企
画
　
よ
う
こ
そ
！
 桃
紅
 さ
ん
の
せ
か
い
へ
」

と
う
こ
う

　　
皆
さ
ん
は
、
学
校
の
書
 写
    

の

し
ょ
し
ゃ

 授
業
 で
、

じ
ゅ
ぎ
ょ
う

 墨
 を

す
み

使
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

　
 篠
田
 

し

の

だ

 桃
紅
 

と
う
こ
う

さ
ん
は
、
そ
の
 墨
 を
使
っ
て
、　

す
み

50

年
 以
  上
 ず
っ
と
絵
を
か
い
て
き
た
人
で
す
。
そ

い
 
じ
ょ
う

し
て
、　

歳
に
な
っ
た
今
で
も
、
ま
だ
ま
だ
元

96

気
で
絵
を
か
き
続
け
て
い
ま
す
。

　
左
の
作
品
は
、 桃
  紅
 さ
ん
が
　
才
の
こ
ろ
に

と
う
 こ
う

40

か
い
た
も
の
で
す
。 紙
 の
上
に
 墨
 で
何
か
か
い

か
み
 

す
み

て
あ
り
ま
す
ね
。
い
っ
た
い
、
何
が
か
い
て
あ

る
の
で
し
ょ
う
？

　
 美
  術
  館
 で
か
ざ
る
絵
に
は
、
ふ
つ
う
何
を
か

び
 
じ
ゅ
つ
 か
ん

い
た
か
を
表
す
タ
イ
ト
ル
が
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
け
れ
ど
 桃
  紅
 さ
ん
の
絵
に
は
あ
り
ま
せ

と
う
 こ
う

ん
。
そ
れ
は
 桃
  紅
 さ
ん
が
タ
イ
ト
ル
は
い
ら

と
う
 こ
う

な
い
と
思
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
絵
を
 自
  由
 に

じ
 
ゆ
う

見
て
ほ
し
い
か
ら
で
す
。

　
さ
て
、
あ
な
た
は
こ
の
絵
を
見
て
、
何
が
か

い
て
あ
る
と
思
い
ま
し
た
か
？
あ
な
た
が
思
っ

た
そ
れ
が
、
こ
の
作
品
の
タ
イ
ト
ル
で
す
。

　
 篠
  田
  桃
  紅
  美
  術
  空
  間
 で
は
今
、
作
品
を
 楽
 

し
の
 
だ
 
と
う
 こ
う
 
び
 
じ
ゅ
つ
 く
う
 か
ん
 

た
の

し
く
見
て
も
ら
え
る
よ
う
、
か
ん
た
ん
な
カ
ー

ド
あ
そ
び
や
、
ク
イ
ズ
を
じ
ゅ
ん
び
し
て
待
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
夏
休
み
は
ぜ
ひ
、
お
父
さ
ん
、
お
母
さ

ん
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
さ
そ
っ

て
、 美
  術
  館
 に
 遊
 び
に
来
て
く
だ
さ
い
ね
。

び
 
じ
ゅ
つ
 か
ん
 

あ
そ

煙会　期…9月27日（日）まで　

煙入館料…高校生以上300円・中学生以下無料

煙休館日…月曜（休日を除く）、および祝日の翌日

　　　　　（土・日・休日を除く）

煙開館時間… 午前9時～午後4時30分

煙照会先… 篠田桃紅美術空間（緯23―7756）

vol.61

何人かの方が同じような言葉を書いていたのが、

「お父さん、いつも働いてくれてありがとう」

「お母さん、いつもおいしい料理を作ってくれてありがとう」

感謝の『ありがとう』の言葉が多いのにうれしくなりました。

また、お互いを大事に支え合う夫婦の言葉や、夫が家事を手

伝っている様子なども『ありがとう』で綴ってありました。あちこち

のご家庭の温かさを感じ取れて本当にうれしいです。

男女共同参画と聞くとむずかしく感じられる方も多いかと思いま

すが、こんな文章もありました。

「男女なんて関係ない、皆それぞれの目標をめざして一

生懸命やるだけ、みんながみんなの幸せを願ってほしい！」

本当にそうですね。皆で力を合わせて助け合い、自分のできる

範囲で自分らしく生活できる社会にしていけたらよいと思います。

私たちさんかくサポーターも男女がよい社会づくりをしていける

よう励んでいきたいと思っています。「さんかくの木」を実らせてく

ださった皆さんありがとうございました。 さんかくサポーター〈Ｆ〉

「さんかくの木」

居照会先巨さんかくサポーター事務局
　　（企画政策課内）緯23―6876

このコーナーでは、葉に書かれた内容をさんかくサポーターが紹介していきます。

長い線や、短い線があるよ。いったい、

何を 描 いた作品だろう？
えが

作
品
紹
介
シ
リ
ー
ズ
・
　42

桃桃桃桃桃桃桃桃桃桃桃桃桃桃桃
 
解解解解解解解解解解解解解解解
  ききききききききききききききき

も
   も
   と
   き

イベントプログラム

喰ワークショップ“絵巻物式｢桃紅えほん｣”

　8月6日（木）13：00～16：00

喰鑑賞会｢エンジョイ！こどもアートツアー｣

　8月8日（土）・22日（土）13：30～14：30

詳細は美術空間までお問い合わせください。

▼

わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ「
学
習
情
報
館
2
階
・

　
男
女
共
同
参
画
コ
ー
ナ
ー
」で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
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1　博物館講座など

たのしい博物館

「江戸時代のおもちゃをつくろう（紙つばめ）」

　 8月16日（日）午後1時30分～3時

　対象：家族　　定員：20人

　材料費100円　ただし別途入館料が必要です。

　江戸時代のおもちゃ「紙つばめ」を作ってみ

ます。空中で振り回すと、音を出して動くおも

ちゃです。子どもたちに大受け！大人も楽し

い！夏休みの宿題の工作にもなります。資料紹

介展「ＴＯＲＩＤＡＳ～それは鳥です～」の関

連イベントです。

マイミュージアムギャラリー関連事業

「石ころアートをつくろう」

　 8 月29日（土）･30日（日）午後1時30分～3時30分

　対象：小･中学生　　定員：20人　

　（小学校3年以下は保護者同伴）

　材料費400円　ただし入館料が別途必要です。

　マイミュージアムギャラリー展示「おもしろ

アート展～石ころに描いた世界～」の特別行事

として、出展者の遠渡宏幸さんを講師に、イラ

スト教室を開催します。

◎電話（緯28-3111）またはインターネット（当館

ホームページ）にある申込フォームでお申し込

みください。定員になり次第締め切ります。

2　利用案内

・開館時間：　4月～10月午前9時～午後4時30分

　　　　　　（入館は午後4時まで）

・休　館　日：月曜日（月曜日が祝日または振替

　　　　　休日の場合はその翌平日）

・入　館　料：一般320円、大学生110円、

　　　　　　高校生以下無料

 照会先 　岐阜県博物館　〒501―3941関市小屋名1989

　　　（岐阜県百年公園内）緯28―3111　姉28―3110

ホームページ　http：//www.museum.pref.gifu.jp/

携帯サイト 　http：//www.museum.pref.gifu.jp/k/

岐岐阜阜県県博博物物館館かかららののおお知知ららせせ

第第1188回回 企企画画展展
　夏休み親子特別企夏休み親子特別企画画 

 「「刀刀と刃物を知ろと刃物を知ろうう」」

　夏休み特別企画として、小中学生の皆さんが関

市を代表する「刀と刃物」について学習できるよう、

特徴ある刀や刃物製品などを展示しています。

　夏休みの研究や家族の思い出作りに、家族そ

ろってぜひ見学にご来場ください。

  期　間  ９月１４日条まで

  場　所  関鍛冶伝承館

煙入館料…大人200円（150円）・小中学生100円（50円）

　　　　　※（　）は団体割引　20人以上

煙休館日…火曜日・祝日の翌日（いずれも休日を除く）

煙開館時間… 午前9時～午後4時30分

煙照会先… 関鍛冶伝承館（緯23―3825）

【主な展示内容】

　刀、 太刀 、
た ち

 薙刀 、
なぎなた

 槍 ほか18点
やり

　 拵 4点、槍の 拵 
こしらえ こしらえ

1点、 鎧兜 1点、
よろいかぶと

　ナイフ・包丁・和ばさみ・洋ばさみ多数

※市民親子無料入場券（広報せき7-15号）をご利用
　ください。

かたな
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食
品
加
工
体
験

◆
定
員
　
各
体
験
メ
ニ
ュ
ー
と
も
　
～
　
人

15

20

（
申
し
込
み
順
）

◆
場
所
・
申
込
先
　
ふ
る
さ
と
農
園
美
の
関

（
緯
浦
1
5
8
8
）

　
ぎ
ふ
山
の
日
推
進
イ
ベ
ン
ト

　
岐
阜
県
森
林
組
合
連
合
会
で
は
「
ぎ
ふ
山

の
日
」
と
し
て
山
や
木
に
ち
な
ん
だ
行
事
を

行
い
ま
す
。
夏
休
み
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

親
子
で
一
緒
に
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
　
8
月
9
日（
日
）午
前
8
時
　
分
～

30

午
後
0
時
　
分
30

◆
場
所
　
岐
阜
県
森
林
組
合
連
合
会
岐
阜
支

所
・
林
産
物
共
販
所
（
倉
知
）

◆
内
容
　
木
工
教
室
、
端
材
詰
め
放
題
、
木

の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
作
り
、
苗
木
無
料
配
布

な
ど

◆
照
会
先
　
岐
阜
県
森
林
組
合
連
合
会
岐
阜

支
所
（
緯
厩
6
0
7
7
）

　
円
空
川
ま
つ
り

　
円
空
上
人
の
 遺
  徳
 を
 偲
 び
、
弥
勒
寺
に
お

い
 
と
く
 

し
の

い
て
法
要
が
行
わ
れ
る
ほ
か
、
川
ま
つ
り
が

催
さ
れ
ま
す
。

◆
日
時
　
8
月
2
日（
日
）午
後
2
時
～
8
時

◆
場
所
　
弥
勒
寺
、
池
尻
・
長
良
川
河
畔

◆
内
容
　
円
空
上
人
法
要
、
ラ
ッ
キ
ー
抽
選

会
、
も
ち
ま
き
、
万
燈
流
し
ほ
か

◆
照
会
先
　
商
業
観
光
課
（
緯
姥
7
7
0
4

姉
姥
7
7
4
1
）

　
市
場
の
一
般
開
放
　
　
　
　
　

　
　
　
お
盆
用
品
大
特
価

　
地
元
で
採
れ
た
新
鮮
な
野
菜
や
果
物
な
ど

を
お
値
打
ち
に
提
供
し
ま
す
。

◆
日
時
　
8
月
　
日（
木
）午
前
　
時
～
午
後

13

10

2
時

◆
場
所
　
中
濃
公
設
地
方
卸
売
市
場
（
わ
か

く
さ
・
プ
ラ
ザ
西
隣
）

◆
売
出
商
品
　
野
菜
、
果
実
、
肉
（
鶏
、
豚
、

牛
）、
鮮
魚
、
塩
干
、
貝
類
、
お
茶
、
漬
物
、

菓
子
、
日
用
雑
貨
な
ど

◆
照
会
先
　
中
濃
公
設
地
方
卸
売
市
場
事
務

所
（
緯
姥
4
4
3
3
）

　
経
営
安
定
セ
ミ
ナ
ー

◆
日
時
　
8
月
　
日（
木
）午
後
1
時
　
分
～

27

30

3
時
　
分
30

◆
場
所
　
安
桜
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー（
千
年
町
）

◆
テ
ー
マ
　
埋
蔵
金
（
社
内
の
ム
ダ
）
を
利

益
に
変
え
る
改
善
ノ
ウ
ハ
ウ

◆
講
師
　
堀
内
智
彦
さ
ん
（（
株
）
グ
リ
ッ
プ

ス
代
表
）

◆
定
員
　
　
人
（
申
し
込
み
順
）

60

◆
受
講
料
　
無
料

◆
申
込
先
　
関
商
工
会
議
所
（
緯
鰻
2
2
6

6
）

エントランスホール作品展
わかくさ・プラザ「学習情報館 1 階・エントランスホール」

展示内容タイトル期　 間

　大壁面

写真の展示平和展　20098月6日状～8月9日擾

習字作品の展示習字作品展8月11日杖～8月20日状

水墨画の展示水墨画展8月21日畳～9月 2 日浄

　小壁面

ビー紙を使った作品、

立体的作品の展示

ボーイスカウト関2団

皆さんへの活動報告
8月11日杖～8月20日状

◆休館日  月曜日（休日を除く）、休日の翌日（土・日・休日を除く）

◆照会先  生涯学習課（緯23－7777）

◆体験メニュー

参加費メニュー開催日時

　800円

ちびっこ体験

夏野菜を使ったカレー

　　　　　　　　ほか

8月8日（土）

13:00～14:30

1,000円
ほう葉寿司と

みょうが寿司作り

8月11日（火）

13:00～14:30

　600円
ちびっこ体験

牛乳パックを使った工作

8月22日（土）

13:00～14:30

持ち物　エプロン・三角きん（ 8月22日は不要）

催催催催催催催

ししししししし
も
よ
お
し

おお
知知
らら
せせ

おお
知
ら
知
ら
せせ

催  し

講  座

募  集

相  談

案  内

まちかど工房   
催し物
あんない

〈ギャラリー〉午前10時～午後6時　

　◎鷲見文夫個展

渇8月4日（火）～ 9日（日）

　◎伊藤家工芸展

　　渇8月11日（火）～16日（日）

　◎みやび仲間展

　　渇8月18日（火）～23日（日）
　

　◆照会先　まちかど工房（緯24―8212）

第169回アフタヌーンコンサート　

　お昼休みのミニ・コンサートです。気軽にご鑑賞くだ

さい。（入場無料）

日　時　8月14日畳　

　　　　午後0時20分～50分

場　所　市役所1階・アトリウム

内　容　合唱

出　演　関少年少女合唱団

曲　目　ゆかいに歩けば、野ばら　ほか

照会先　文化課（緯24―6455）

※出演希望者は文化課まで
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ア
イ
デ
ア
作
品
募
集
！
　
　
　

　
　
　
第
　
回
関
市
発
明
展

48

　
日
常
生
活
の
中
で
生
ま
れ
た
創
意
く
ふ
う

あ
ふ
れ
る
ア
イ
デ
ア
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

◆
日
時
　
9
月
　
日
（
土
）・
　
日
（
日
）

19

20

◆
場
所
　
わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ
「
学
習
情
報

館
・
多
目
的
ホ
ー
ル
」

◆
募
集
部
門
　

▽
小
・
中
学
生
、
高
校
生

・
児
童
生
徒
の
発
明
く
ふ
う
作
品

・
未
来
の
科
学
の
夢
絵
画

・
未
来
の
刃
物
・
ア
イ
デ
ア
刃
物
（
ユ
ニ
ー

ク
な
刃
物
の
デ
ザ
イ
ン
・
作
品
）

※
サ
イ
ズ

　
作
品
＝
た
て
・
よ
こ
・
高
さ
1
メ
ー
ト
ル

以
内
、
重
さ
　
キ
ロ
以
内

20

　
絵
画
＝
Ｂ
3
判
ま
た
は
4
ツ
切
り
画
用
紙

▽
個
人
・
企
業

・
一
般
・
女
性
の
発
明
考
案
、
く
ふ
う
作
品
、

生
活
の
知
恵

・
商
標
、
サ
ー
ビ
ス
マ
ー
ク
、
社
標
の
パ
ネ

ル
、
企
業
名
刺

・
賛
助
出
品
（
審
査
対
象
外
）

◆
締
め
切
り
　
9
月
　
日
（
木
）

10

◆
応
募
・
照
会
先
　
発
明
協
会
関
支
会
事
務

局
（
工
業
振
興
課
内
緯
姥
6
7
5
2
　
姉

姥
7
7
4
1
）

　
第
　
回
関
市
自
治
会
対
抗
　
　

35

　
　
　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

◆
期
間
　
　
月
4
日
（
日
）・
　
日
（
日
）・
　
日

10

11

18

（
日
）・
　
日
（
日
）

25

◆
場
所
　
わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ「
総
合
体
育
館
」

◆
種
目
　
▽
9
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
一
般

男
子
・
一
般
女
子
）　
▽
4
人
制
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
ボ
ー
ル（
混
合
・
レ
デ
ィ
ー
ス
）

◆
参
加
料
　（
1
チ
ー
ム
）
▽
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

＝
3
0
0
0
円
　
▽
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
＝
2
0
0
0
円

◆
代
表
者
会
議
　
9
月
　
日
（
火
）
午
後
7

29

時
～
　
わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ
「
総
合
体
育

館
・
2
‐
1
会
議
室
」

◆
そ
の
他
　
申
込
書
は
9
月
初
旬
に
各
自
治

会
長
さ
ん
に
送
付
し
ま
す
。

◆
申
込
先
　
9
月
　
日（
木
）ま
で
に
参
加
料

17

を
添
え
て
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
緯
姥
7

7
6
6
　
姉
姥
7
7
6
5
）、
東
部
・
西
部

支
所
ま
た
は
各
地
域
教
育
事
務
所

　
第
　
回
関
市
民
友
好
　
　
　
　

31

　
　
職
域
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

◆
期
間
　
9
月
　
日
（
木
）
～
　
月
6
日
（
金
）

10

11

◆
場
所
　
わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ「
総
合
体
育
館
」

◆
種
目
　
一
般
男
子
・
一
般
女
子
（
6
人
制
）

◆
参
加
料
　
1
チ
ー
ム
3
0
0
0
円
（
大
会

費
・
登
録
料
・
保
険
料
含
む
）
※
代
表
者

会
議
時
に
集
金

◆
代
表
者
会
議
　
9
月
3
日
（
木
）
午
後
7

時
～
　
わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ
「
総
合
体
育

館
・
2
‐
1
会
議
室
」

◆
申
込
先
　
8
月
　
日
（
木
）
ま
で
に
ス
ポ
ー

20

ツ
振
興
課
（
緯
姥
7
7
6
6
　
姉
姥
7
7

6
5
）

　
市
長
杯
争
奪
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
市
民
ゴ
ル
フ
大
会

◆
日
時
　
9
日
4
日（
金
）午
前
8
時
　
分
ス

30

タ
ー
ト
　
※
集
合
時
間
は
ス
タ
ー
ト
の
1

時
間
前
　
※
雨
天
決
行

◆
場
所
　
岐
阜
セ
ン
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
カ
ン
ト

リ
ー
倶
楽
部
（
神
野
）

◆
参
加
資
格
　
市
内
在
住
の
方
に
限
る

◆
参
加
定
員
　
1
6
0
人
（
　
組
）

40

◆
参
加
料
　
▽
一
般
＝
1
万
1
0
0
0
円
　

▽
メ
ン
バ
ー
＝
1
万
円
（
プ
レ
ー
代
、
食

費
、
景
品
代
、
保
険
料
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興

基
金
）　
※
キ
ャ
デ
ィ
付
2
6
3
5
円
増

額
（
　
組
ま
で
）

15

◆
申
込
期
間
　
8
月
4
日（
火
）午
前
8
時
　30

分
～
8
月
　
日（
木
）
午
後
5
時
（
申
し
込

20

み
順
。
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

◆
申
込
先
　
関
市
ゴ
ル
フ
協
会
事
務
局
（
春

里
町
2
‐
3
‐
2
）
ま
た
は
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課
　
※
専
用
申
込
書
に
記
入
の
上
、
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
そ
の
他
　
キ
ャ
ン
セ
ル
す
る
場
合
は
、
8

月
　
日（
金
）ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

28
8
月
　
日（
土
）以
降
は
、
キ
ャ
ン
セ
ル
料

29

と
し
て
3
0
0
0
円
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
詳
細
は
後
日
参
加
者
に
通
知
し
ま
す
。

◆
主
催
　
関
市
ゴ
ル
フ
協
会

◆
照
会
先
　
関
市
ゴ
ル
フ
協
会
事
務
局
・
伊

佐
地
秀
次
（
緯
0
9
0
・
3
5
8
0
・
8

7
6
4
）
ま
た
は
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
緯

姥
7
7
6
6
　
姉
姥
7
7
6
5
）

　
図
書
館
ま
つ
り

◆
期
日
　
8
月
　
日（
木
）

20

◆
場
所
　
武
儀
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

◆
内
容
　
岐
阜
大
学
児
童
文
化
人
形
劇
研
究

会
コ
ロ
ッ
ポ
に
よ
る
人
形
劇
の
公
演（
多

目
的
ホ
ー
ル
　
午
前
　
時
～
）、
お
も
ち
ゃ

10

づ
く
り
（
空
き
箱
を
使
っ
た
人
形
な
ど
）

（
創
作
活
動
室
　
午
後
1
時
　
分
～
）

30

◆
入
場
料
　
無
料

◆
照
会
先
　
武
儀
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
緯

衛
3
7
1
5
）

　
第
1
回
介
護
者
の
集
い

　
日
ご
ろ
の「
介
護
の
思
い
に
つ
い
て
」を
言

葉
に
す
る
こ
と
は
、自
分
の
気
持
ち
を
整
理

で
き
る
と
て
も
よ
い
方
法
で
す
。

◆
日
時
　
8
月
　
日（
水
）午
後
1
時
　
分
～

26

30

2
時
　
分
30

◆
場
所
　
わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ
「
総
合
福
祉

会
館
3
階
・
3
‐
3
会
議
室
」

◆
内
容
　
介
護
者
同
士
の
座
談
会

◆
申
込
先
　
8
月
　
日（
金
）ま
で
に
関
市
中

21

央
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
緯
浦
2
9

8
8
　
姉
姥
2
2
6
0
）

市
民
掲
示
板

　催
事
案
内
　

心
や
す
ら
ぐ
水
墨
画
展

◆
期
間
　
8
月
1
日（
土
）～
　
日（
日
）

30

　
午
前
9
時
～
午
後
4
時
　
分
30

　
（
木
曜
日
・
祝
日
の
翌
日
休
館
日
）

◆
場
所
　
武
芸
川
ふ
る
さ
と
館
・
一
般
展
示

室
（
緯
盈
3
0
1
0
）

◆
照
会
先
　
武
芸
川
水
墨
画
ク
ラ
ブ

　
代
表
　
恩
田
美
保
子
（
緯
穎
3
0
1
8
）

「
市
民
掲
示
板
」
は
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
へ
お

知
ら
せ
す
る
催
事
案
内
や
、
募
集
に
つ
い
て
掲

載
し
ま
す
。
営
業
・
政
治
・
宗
教
活
動
に
関
し

て
は
掲
載
で
き
ま
せ
ん
。
掲
載
団
体
や
掲
載

内
容
な
ど
に
つ
い
て
制
限
が
あ
り
ま
す
。

  申
込
・
照
会
先
 
広
報
課

緯
姥
9
2
6
1
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南
夢
未
さ
ん
の
　
　
　
　
　
　

　
だ
っ
こ
で
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

　
（
社
）
関
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
子
育

て
支
援
事
業
、
関
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
、
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は

は
こ
ぐ
さ
の
合
同
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時
　
8
月
　
日
（
金
）
午
前
　
時
　
分
～

21

10

30

正
午
（
午
前
　
時
開
場
）

10

◆
場
所
　
関
市
文
化
会
館
・
小
ホ
ー
ル

◆
対
象
　
2
～
5
歳
児
の
親
子
ま
た
は
家
族

◆
定
員
　
1
0
0
組
程
度
（
申
し
込
み
順
）

◆
参
加
費
　
無
料

◆
内
容
　
親
子
い
っ
し
ょ
に
、
だ
っ
こ
で
ふ

れ
あ
い
あ
そ
び
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

◆
申
込
方
法
　
8
月
　
日
（
水
）
ま
で
に
電
話

12

で
左
記
ま
で
申
し
込
み
し
て
く
だ
さ
い
。

①
（
社
）
関
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
・
と

ん
て
ん
館
（
緯
厩
1
3
1
1
）

②
わ
か
く
さ
児
童
セ
ン
タ
ー（
緯
姥
7
7
7
4
）

◆
照
会
先
　
（
社
）
関
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
・
と
ん
て
ん
館
（
緯
厩
1
3
1
1
）
、

　
子
育
て
支
援
課
（
緯
姥
8
9
6
5
　
姉
姥

7
7
4
8
）

　
赤
ち
ゃ
ん
だ
っ
て
　
　
　
　
　

　
　
　
ク
ラ
シ
ッ
ク
パ
ー
ト
2

　
子
育
て
中
、
ま
た
は
も
う
す
ぐ
生
ま
れ
て

く
る
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の
お
父
さ
ん
、
お

母
さ
ん
。
赤
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
コ
ン
サ
ー
ト

に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
日
時
　
9
月
3
日
（
木
）
午
前
　
時
　
分
～

10

30

　
時
　
分

11

30

◆
場
所
　
中
部
学
院
大
学
・
グ
レ
ー
ス
ホ
ー

ル
（
桐
ヶ
丘
）

◆
対
象
　
妊
婦
、
0
～
2
歳
児
の
親
子
ま
た

は
家
族

◆
定
員
　
1
0
0
組
（
申
し
込
み
順
）

◆
参
加
費
　
無
料

◆
申
込
・
照
会
先
　
8
月
　
日（
金
）ま
で
に

28

電
話
で
（
社
）関
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
・
と
ん
て
ん
館
（
緯
厩
1
3
1
1
）

　
福
祉
講
演
会

◆
日
時
　
8
月
　
日（
木
）午
後
1
時
　
分
～

20

30

4
時

◆
場
所
　
中
濃
特
別
支
援
学
校
2
階
・
大

ホ
ー
ル

◆
内
容
　
発
達
の
視
座
で
障
が
い
の
あ
る
人

の
表
現
を
語
る

◆
講
師
　
山
田
宗
寛
さ
ん
（
大
津
市
・
社
会

福
祉
法
人
お
お
つ
福
祉
会
「
唐
崎
や
よ
い

作
業
所
」
指
導
員
）

◆
参
加
費
　
無
料

◆
定
員
　
1
2
0
人

◆
照
会
先
　
ひ
ま
わ
り
の
丘
第
四
学
園
（
緯

姥
2
5
5
4
　
姉
厩
9
2
1
4
）

　
な
る
ほ
ど
！
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
健
康
講
演
会

　
認
知
症
の
患
者
数
は
年
々
増
加
し
て
い
ま

す
。
家
族
や
友
人
、
そ
し
て
自
分
自
身
に
振

り
か
か
っ
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
「
認
知
症
」

と
い
う
病
気
に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

◆
日
時
　
9
月
2
日（
水
）午
後
1
時
　
分
～

30

3
時
　
※
申
し
込
み
が
必
要

◆
場
所
　
洞
戸
保
健
セ
ン
タ
ー

◆
テ
ー
マ
　「
も
っ
と
知
ろ
う
認
知
症
！
認

知
症
の
予
防
に
つ
い
て
」

◆
講
師
　
奥
村
歩
さ
ん
（
奥
村
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長
）

◆
申
込
先
　
洞
戸
保
健
セ
ン
タ
ー
（
緯
0
5

8
1
越
2
2
0
4
）

※
関
市
健
康
づ
く
り
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
対
象

事
業
で
す
。

 　
若
返
り
体
操

　
最
近
無
理
が
利
か
な
く
な
っ
た
け
ど
老
化

だ
か
ら
仕
方
が
な
い
と
あ
き
ら
め
て
い
ま
せ

ん
か
。
筋
力
は
、
年
齢
に
関
係
な
く
鍛
え
れ

ば
向
上
し
ま
す
。
仲
間
と
楽
し
く
高
齢
者
向

け
の
運
動
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
日
時
　
9
月
1
日
～
　
月
8
日
の
毎
週

12

火
・
金
曜
日
　
午
後
2
時
～
3
時
　
分
（
全

30

　
回
）

24
◆
場
所
　
わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ
「
総
合
体
育

館
・
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
」

◆
対
象
　
市
内
在
住
の
　
歳
以
上
の
方

65

◆
定
員
　
　
人
（
申
し
込
み
順
）

15

◆
持
ち
物
　
お
茶
、
タ
オ
ル

◆
申
込
先
　
8
月
　
日
（
月
）
ま
で
に
高
齢
福

17

祉
課
（
緯
姥
7
7
3
4
　
姉
姥
7
7
4
8
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。
な
お
、

今
ま
で
に
参
加
さ
れ
た
方
は
対
象
に
な
り

ま
せ
ん
。 講講講講講講講

座座座座座座座
こ
う
ざ

広　告

有料広告
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親
子
わ
ん
ぱ
く
体
操
教
室

　
親
子
で
リ
ト
ミ
ッ
ク
体
操
や
ボ
ー
ル
運
動

な
ど
、
体
を
動
か
し
て
遊
び
ま
し
ょ
う
。

◆
日
時
　
9
月
2
日
～
　
月
　
日
の
毎
週
水

10

28

曜
日
　
午
前
　
時
　
分
～
　
時
　
分
（
全

10

30

11

30

8
回
）
　
※
9
月
　
日
は
休
講

23

◆
場
所
　
わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ
「
総
合
体
育

館
・
武
道
場
ほ
か
」

◆
対
象
　
満
2
～
3
歳
（
4
月
1
日
現
在
）

の
親
子
で
市
内
在
住
、
在
勤
の
方

◆
定
員
　
　
組
20

◆
受
講
料
　
3
0
0
0
円

◆
申
込
先
　
8
月
　
日
（
火
）
ま
で
に
ス
ポ
ー

11

ツ
振
興
課
（
緯
姥
7
7
6
6
　
姉
姥
7
7

6
5
）

※
申
込
期
間
中
に
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽

選
を
行
い
、
結
果
は
全
員
に
郵
送
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

※
託
児
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
す
の
で
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
（
保
険
料
と
し
て
別
途
5

0
0
円
か
か
り
ま
す
。
）

　
硬
式
テ
ニ
ス
教
室

　
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
軽
や
か
に
楽
し
く
ラ
リ
ー

　
テ
ニ
ス
を
通
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ

と
、
仲
間
と
体
を
動
か
す
こ
と
の
充
実
感
を

味
わ
い
ま
し
ょ
う
。

◆
日
時
　
9
月
9
日
～
　
月
　
日
の
毎
週

10

16

水
・
金
曜
日
　
午
前
9
時
　
分
～
　
時
　

30

11

30

分
（
全
　
回
）
　
※
9
月
　
日
、
　

月
2
日

10

23

10

は
休
講

◆
場
所
　
中
池
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

◆
対
象
　
　
歳
以
上
（
高
校
生
を
除
く
）
の
初

18

心
者
・
初
級
者
で
市
内
在
住
、
在
勤
の
方

◆
定
員
　
　
人
　

30

◆
受
講
料
　
3
0
0
0
円

◆
持
ち
物
　
ラ
ケ
ッ
ト
、
シ
ュ
ー
ズ

◆
そ
の
他
　
雨
天
時
は
順
延

◆
申
込
先
　
8
月
　
日
（
木
）
ま
で
に
ス
ポ
ー

20

ツ
振
興
課
窓
口
ま
た
は
電
話
（
緯
姥
7
7

6
6
）

※
申
込
期
間
中
に
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽

選
を
行
い
、
結
果
は
全
員
に
郵
送
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　
ボ
ク
サ
サ
イ
ズ
教
室

◆
日
時
　
9
月
2
日
～
　
月
　
日
の
毎
週
水

11

18

曜
日
　
午
後
7
時
　
分
～
8
時
　
分
（
全

30

30

　
回
）
※
9
月
　
日
、　

月
4
日
は
休
講

10

23

11

◆
場
所
　
武
儀
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

◆
対
象
　
市
内
在
住
、
在
勤
ま
た
は
在
学
の

方
（
高
校
生
を
除
く
）

◆
定
員
　
　
人
20

◆
受
講
料
　
3
0
0
0
円

◆
申
込
先
　
8
月
　
日（
水
）ま
で
に
武
儀
地

19

域
教
育
事
務
所
窓
口
ま
た
は
電
話
（
緯
衛

3
7
1
5
）

※
申
込
期
間
中
に
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽

選
を
行
い
、
結
果
は
全
員
に
郵
送
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

 　
名
月
と
萩
の
夕
べ
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
文
芸
作
品

　
9
月
　
日（
土
）に
市
役
所
市
民
広
場
で
開

26

催
す
る「
第
　
回
名
月
と
萩
の
夕
べ
」の
文
芸

13
募募募募募募募

集集集集集集集
ぼ
し
ゅ
う

作
品
を
募
集
し
ま
す
。

◆
募
集
部
門
・
課
題

▽
短
歌
＝
秋
季
雑
詠
（
1
題
1
句
）

▽
俳
句
＝
秋
季
雑
詠
（
2
句
）

▽
川
柳
＝
秋
季
雑
詠
（
2
句
）

▽
 俚
  謡
 ＝
秋
季
雑
詠
（
2
章
）

り
 よ
う

▽
狂
俳
＝
「
月
見
」「
美
し
い
」「
こ
う
こ
う
」

「
若
草
」（
1
題
1
句
、
4
句
1
組
）

◆
応
募
方
法
　
8
月
　
日（
金
）ま
で
に
、
は

28

が
き
裏
に
部
門（
朱
書
き
）
と
作
品
、
表
に

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入
し
て
、

文
化
課
内
「
名
月
と
萩
の
夕
べ
」
係
へ
送

付
（
〒
5
0
1
‐
3
2
3
2
関
市
桜
本
町

2
丁
目
3
0
‐
1
関
市
文
化
会
館
内
緯
厩

6
4
5
5
）

※
は
が
き
1
枚
に
1
種
目
と
し
ま
す
。

※
雅
号
使
用
の
場
合
は
、
本
名
も
併
記
し
て

く
だ
さ
い
。

※
入
選
作
品
は
、
当
日
会
場
で
発
表
し
ま
す
。

　
刃
物
ま
つ
り
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
イ
ベ
ン
ト
補
助
員

　
刃
物
ま
つ
り
協
賛
会
で
は
、　

月
　
日
・

10

10

　
日
に
実
施
す
る
「
第
　
回
刃
物
ま
つ
り
」

11

42

で
働
い
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

◆
主
な
職
務
　
臨
時
案
内
所
で
の
案
内
業
務

◆
募
集
人
員
　
若
干
名

◆
応
募
資
格
　
市
内
在
住
の
　
歳
以
上
の
方

20

◆
就
業
日
時
　
　
月
　
日
（
土
）・
　
日
（
日
）

10

10

11

午
前
9
時
～
午
後
5
時

◆
賃
金
　
時
間
給
7
6
0
円

◆
応
募
方
法
　
所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
商
業
観
光
課
へ
提
出

※
応
募
用
紙
は
同
課
に
あ
り
ま
す
。

◆
応
募
締
切
　
9
月
4
日（
金
）

◆
選
考
方
法
　
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
書

類
審
査
に
よ
り
選
考
し
、
9
月
　
日（
金
）

18

ま
で
に
選
考
結
果
を
通
知
し
ま
す
。

◆
照
会
先
　
商
業
観
光
課
（
緯
姥
7
7
0
4

姉
姥
7
7
4
1
）

　
ち
ょ
っ
と
い
い
話

　
9
月
　
日（
土
）・
　
日（
日
）に
「
人
権
啓
発

19

20

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
　
ハ
ー
ト
フ
ル
・
フ
ェ
ス

タ
2
0
0
9
ぎ
ふ
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
人

権
啓
発
に
関
す
る
講
演
会
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、

各
種
展
示
な
ど
行
い
、
そ
の
中
で
、
日
々
の

生
活
の
中
で
ほ
ん
の
少
し
相
手
の
こ
と
を

思
っ
て
掛
け
た
「
言
葉
」
や
「
行
動
」
が
励

ま
し
に
な
っ
て
、
周
り
の
空
気
が
和
ん
だ
り

し
た
体
験
「
ち
ょ
っ
と
い
い
話
」
を
募
集
し
、

会
場
に
展
示
し
ま
す
。

◆
内
容
　
自
分
が
体
験
し
た
こ
と
を
2
0
0

字
程
度
（
手
書
き
、
ワ
ー
プ
ロ
可
）

◆
資
格
　
ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

◆
応
募
方
法
　
封
書
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
作
品
に
は
氏
名
、

年
齢
、
住
所
、
電
話
番
号
を
必
ず
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
応
募
期
限
　
8
月
　
日（
月
）

31

◆
応
募
先
　
岐
阜
県
環
境
生
活
部
人
権
施
策

推
進
課
（
〒
5
0
0
‐
8
5
7
0
岐
阜
市

薮
田
南
2
‐
1
‐
1
　
緯
0
5
8
・
2
7
2
・

8
2
5
0
　
姉
0
5
8
・
2
7
8
・
2
6

1
5
）
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　「
8
0
2
0
」
表
彰

　
8
0
2
0
は
「
ハ
チ
・
マ
ル
・
ニ
イ
・
マ
ル
」

と
読
み
、
　

歳
に
な
っ
て
も
　
本
以
上
自
分

80

20

の
歯
が
あ
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
の
食
べ
物
を
お

い
し
く
食
べ
る
こ
と
が
で
き
、
健
康
な
身
体

を
保
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
市
で
は
、
　

歳
以
上
で
自
分
の
歯
が
　
本

80

20

以
上
あ
る
方
を
表
彰
し
ま
す
。

　
該
当
す
る
方
は
、
市
内
の
歯
科
医
院
で
健

診
（
無
料
）
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
　
昭
和
4
年
4
月
1
日
以
前
に
生
ま

れ
た
方
で
自
分
の
歯
が
　
本
以
上
あ
る
方
。

20

た
だ
し
、
今
ま
で
に
表
彰
を
受
け
た
方
は

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

◆
健
診
期
間
　
8
月
1
日
（
土
）
～
　
日
（
月
）

31

※
予
約
が
必
要
で
す
。

◆
表
彰
式
　
　
月
8
日
（
日
）
　
※
賞
状
と
記

11

念
品
を
お
渡
し
し
ま
す
。

◆
照
会
先
　
関
市
保
健
セ
ン
タ
ー
（
緯
厩
0

1
1
1
　
姉
姥
6
7
5
7
）

 　
酒
害
相
談

　
岐
阜
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、

ア
ル
コ
ー
ル
関
連
問
題
の
発
生
予
防
、
ア
ル

コ
ー
ル
依
存
症
者
の
社
会
復
帰
の
促
進
、
そ

の
家
族
へ
の
援
助
な
ど
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
岐
阜
県
断
酒
連
合
会
の
協

力
を
得
て
「
酒
害
相
談
」
を
実
施
し
ま
す
の
で
、

ア
ル
コ
ー
ル
問
題
を
抱
え
て
い
る
方
は
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相相相相相相相

談談談談談談談
そ
う
だ
ん

◆
日
時
　
8
月
　
日
（
木
）、
9
月
　
日
（
木
）、

20

17

　
月
　
日（
木
）、　

月
　
日（
木
）午
後
7

10

15

11

19

時
　
分
～
午
後
9
時

30

◆
場
所
　
郡
上
市
南
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
消
防

セ
ン
タ
ー

◆
照
会
先
　
岐
阜
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
緯
0
5
8
・
2
7
3
・
1
1
1
1
）

　
身
体
障
が
い
者
巡
回
相
談
　
　

　
　
　
　
　
　（
肢
体
不
自
由
）

　
手
や
足
な
ど
が
不
自
由
な
身
体
障
が
い
者

の
方
を
対
象
に
、
補
装
具
（
車
い
す
や
義
肢
）

の
交
付
判
定
な
ど
に
つ
い
て
巡
回
相
談
を
行

い
ま
す
。

◆
日
時
　
9
月
9
日（
水
）午
後
1
時
　
分
～

30

3
時

◆
場
所
　
わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ
「
総
合
福
祉

会
館
2
階
」　

◆
申
込
先
　
9
月
4
日（
金
）ま
で
に
福
祉
政

策
課
（
緯
姥
9
0
3
1
　
姉
姥
7
7
4
8
）

　
多
重
債
務
無
料
相
談

　
市
で
は
、
多
重
債
務
問
題
に
つ
い
て
、
市

民
の
方
が
気
軽
に
相
談
で
き
る
多
重
債
務
無

料
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

◆
日
時
　
8
月
　
日（
金
）午
後
1
時
～
午
後

14

4
時
（
毎
月
第
2
金
曜
日
）

◆
場
所
　
わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ
「
総
合
福
祉

会
館
1
階
・
1
‐
1
相
談
室
」

◆
相
談
方
法
　
面
談
。
事
前
予
約
制
（
申
し

込
み
順
6
人
）

◆
申
込
先
　
8
月
3
日（
月
）～
　
日（
水
）に

12

商
業
観
光
課
（
緯
姥
6
7
5
3
　
姉
姥
7

7
4
1
）
※
土
・
日
曜
日
を
除
く
。

※
な
お
、
当
日
の
相
談
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う

た
め
、
予
約
時
に
簡
単
な
事
前
聞
き
取
り

調
査
を
し
ま
す
。

　
多
重
債
務
1
1
0
番

◆
日
時
　
8
月
8
日（
土
）午
前
　
時
～
午
後

10

4
時

◆
場
所
　
県
民
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー
（
県
民

ふ
れ
あ
い
会
館
1
棟
5
階
）

◆
相
談
料
　
無
料
。
電
話
相
談
の
場
合
の
電

話
料
は
相
談
者
負
担
。

◆
相
談
方
法
　
電
話
お
よ
び
面
談
。
面
談
は

事
前
予
約
制
で
　
人
（
申
し
込
み
順
）。
8

23

月
1
日（
土
）か
ら
予
約
受
付
開
始
。
※
日

曜
日
を
除
く
。

◆
予
約
受
付
時
間
　
▽
月
～
金
曜
日
＝
午
前

8
時
　
分
～
午
後
5
時
　
分
　
▽
土
曜
日

30

15

＝
午
前
9
時
～
午
後
5
時

◆
相
談
対
応
　
弁
護
士
、
司
法
書
士
、
消
費

生
活
相
談
員

◆
注
意
事
項
　
当
日
は
多
重
債
務
に
関
す
る

相
談
の
み
受
け
付
け
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
厳
守
。

◆
予
約
・
照
会
先
　
県
民
生
活
相
談
セ
ン

タ
ー
（
緯
0
5
8
・
2
7
7
・
1
0
0
3
）

 　
定
額
給
付
金
の
　
　
　
　
　
　

　
申
請
期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す

　
定
額
給
付
金
の
申
請
期
限
は
　
月
1
日

10

（
木
）で
す
。
ま
だ
申
請
を
し
て
い
な
い
世
帯

主
の
方
は
、
お
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

期
限
を
過
ぎ
て
も
申
請
が
な
い
世
帯
は
、
定

額
給
付
金
の
受
給
を
辞
退
し
た
も
の
と
み
な

案案案案案案案

内内内内内内内
あ
ん
な
い

さ
れ
ま
す
。

◆
照
会
先
　
企
画
政
策
課
（
緯
姥
7
7
1
1

　
姉
姥
7
7
4
4
）

　
住
宅
地
な
ど
で
の
農
薬
使
用

　
農
薬
は
、
雑
草
防
除
や
害
虫
防
除
に
は
有

効
な
手
段
で
す
が
、
農
薬
飛
散
に
よ
る
健
康

へ
の
影
響
を
心
配
さ
れ
る
住
民
か
ら
の
声
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
特
に
住
宅
地
や
空
き
地
な
ど
で
不
注
意
な

使
用
に
よ
り
農
薬
が
飛
散
す
る
と
、
人
に
よ
っ

て
は
健
康
被
害
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
の
で
農
薬
飛
散
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
農
作
物
は
残
留
農
薬
基
準
制
度

（
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
制
度
）に
よ
り
、
残
留

基
準（
ま
た
は
一
定
量
）を
超
え
て
農
薬
が
残

留
し
た
場
合
、
出
荷
停
止
や
回
収
な
ど
の
対

応
が
求
め
ら
れ
ま
す
の
で
、
農
薬
の
使
用
回

数
や
使
用
量
を
で
き
る
限
り
減
ら
し
て
ク

リ
ー
ン
農
業
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

◆
照
会
先
　
農
務
課
（
緯
姥
7
7
0
5
　
姉

姥
7
7
4
1
）
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第
　
回
関
市
総
合
防
災
訓
練
　

27

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
延
期

　
例
年
8
月
最
終
の
日
曜
日
に
開
催
し
て
い

ま
す
「
関
市
総
合
防
災
訓
練
」
は
、
衆
議
院
議

員
選
挙
の
た
め
　
月
下
旬
に
実
施
す
る
予
定

10

で
す
。
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
主
会
場
　
旭
ヶ
丘
小
学
校

◆
訓
練
内
容
　
▽
市
内
全
域
で
の
避
難
訓
練

　
▽
主
会
場
で
の
各
種
体
験
型
訓
練

※
詳
細
は
後
日
広
報
に
掲
載
し
ま
す
。

◆
照
会
先
　
危
機
管
理
課
（
緯
姥
7
7
3
6

　
姉
姥
7
7
4
8
）

　
児
童
扶
養
手
当
等
　
　
　
　
　

　
　
　
　
現
況
届
は
お
早
め
に

　
母
子
家
庭
や
、
障
が
い
児
を
扶
養
し
て
い

る
方
で
児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児
童
扶
養
手

当
を
受
給
し
て
い
る
方
は
、
8
月
　
日
（
火
）

11

～
　
日
（
月
）
に
、
子
育
て
支
援
課
ま
た
は
地

31
域
事
務
所
へ
現
況
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
提
出
時
に
必
要
な
も
の

▽
児
童
扶
養
手
当
　
印
鑑
、
養
育
費
に
関
す

る
申
告
書
、
証
書
（
前
回
全
額
支
給
停
止

の
方
は
あ
り
ま
せ
ん
。
）

※
父
親
が
障
が
い
の
場
合
＝
年
金
証
書
の
写
し

※
遺
棄
の
場
合
＝
申
立
書
（
民
生
・
児
童
委

員
、
福
祉
事
務
所
長
の
証
明
が
必
要
）

※
別
居
監
護
し
て
い
る
場
合
＝
申
立
書
（
民

生
・
児
童
委
員
の
証
明
が
必
要
）
と
児
童

を
含
む
世
帯
全
員
の
住
民
票

※
養
育
者
が
児
童
を
養
育
し
て
い
る
場
合
＝

申
立
書
（
民
生
・
児
童
委
員
の
証
明
が
必

要
）

▽
特
別
児
童
扶
養
手
当
　
印
鑑
、
証
書

※
別
居
監
護
し
て
い
る
場
合
＝
申
立
書
（
民

生
・
児
童
委
員
の
証
明
が
必
要
）
と
児
童

を
含
む
世
帯
全
員
の
住
民
票

◆
照
会
先
　
子
育
て
支
援
課
（
緯
姥
7
7
3

3
　
姉
姥
7
7
4
8
）

　
自
治
会
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
　
　
　

　
　
活
動
奨
励
金
の
見
直
し

　
市
で
は
、
自
治
会
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
の
活
性
化
や
、
地
域
社
会
の
健
全

な
運
営
と
行
政
と
の
連
携
や
協
力
を
円
滑
に

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
自
治
会
に
対
し
て

奨
励
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
市
の
財
政
事
情
や
県
内
他
市
の

自
治
会
へ
の
助
成
状
況
と
比
較
検
討
す
る
中

で
、
来
年
度
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
奨
励

金
算
出
交
付
基
準
の
う
ち
、
世
帯
割
を
2
5

0
0
円
か
ら
1
5
0
0
円
に
引
き
下
げ
ま
す

の
で
、
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

◆
照
会
先
　
広
報
課
（
緯
姥
6
8
0
6
　
姉

姥
7
7
4
4
）

　
平
和
を
祈
念
し
て
黙
と
う
を

　
戦
没
者
の
め
い
福
と
世
界
恒
久
平
和
の
実

現
を
祈
念
す
る
た
め
、
家
庭
や
職
場
な
ど
で
、

次
の
日
時
に
1
分
間
の
黙
と
う
を
さ
さ
げ
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◆
広
島
と
長
崎
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
8
月

6
日
午
前
8
時
　
分
と
8
月
9
日
午
前
　

15

11

時
2
分

◆
戦
没
者
を
追
悼
し
平
和
を
祈
念
す
る
日
で

あ
る
8
月
　
日
正
午

15

◆
照
会
先
　
福
祉
政
策
課
（
緯
姥
7
7
3
5

　
姉
姥
7
7
4
8
）

　
高
額
医
療
・
高
額
介
護
　
　
　

　
　
　
　
合
算
療
養
費
の
申
請

　「
高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
療
養
費
制

度
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
制
度
は
、
1

年
間
の
医
療
保
険
と
介
護
保
険
の
自
己
負
担

額
の
合
計
が
基
準
額
を
超
え
た
場
合
、
そ
の

超
え
た
金
額
を
支
給
す
る
も
の
で
す
。

　
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
に
は
、
　

月
中

12

に
案
内
の
通
知
を
郵
送
し
ま
す
が
、
対
象
に

な
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、
通
知
が
郵
送
さ
れ

る
前
で
も
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
場
所
　
国
保
年
金
課
（
国
民
健
康
保
険
の

方
）、
高
齢
福
祉
課
（
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
方
）、
ま
た
は
東
部
・
西
部
支
所
、
各

地
域
事
務
所

◆
照
会
先
　
▽
国
民
健
康
保
険
の
方
＝
国
保

年
金
課
（
緯
姥
6
7
1
9
　
姉
姥
7
7
3

9
）
▽
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
方
＝
高

齢
福
祉
課
（
緯
姥
7
7
3
4
　
姉
姥
7
7

4
8
）

　
経
済
セ
ン
サ
ス
に
ご
協
力
　
　

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　「
平
成
　
年
経
済
セ
ン
サ
ス
‐
基
礎
調
査
」

21

に
お
け
る
調
査
票
の
記
入
に
際
し
ま
し
て
は
、

お
忙
し
い
と
こ
ろ
ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
調
査
の
結
果
は
、
平
成
　
年
　
月
ご
ろ
ま

22

11

で
に
、
総
務
省
統
計
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
公
表
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
国
、
都
道
府

県
お
よ
び
市
区
町
村
の
さ
ま
ざ
ま
な
政
策
の

基
礎
資
料
や
学
術
研
究
、
企
業
活
動
な
ど
の

た
め
に
幅
広
く
利
用
さ
れ
ま
す
。

◆
照
会
先
　
企
画
政
策
課
（
緯
姥
6
8
7
6

姉
姥
7
7
4
4
）、
総
務
省
統
計
局
の

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ
（www.stat.go.jp/

                

data/e-census/2009/index.ht

                           m  ）

コミュニティ活動奨励金交付基準

平成22年度平成21年度区分

20,000円20,000円均等割

1,500円2,500円世帯割

800円800円広報配布割

300円300円ごみ対策協力割

1枚当たり2円1枚当たり2円ごみ袋配布

 ご存知ですか 

「食品表示110番」
　普段の生活の中で、食品の表示に対して

感じた「疑問」にお答えします。「疑問」を

感じたら、お気軽にご連絡ください。　

 照会先 　東海農政局岐阜農政事務所
　　　　  地域第三課 　

　　　　  緯0573-68-3838
　　　　  姉0573-68-3836
　　　　  死chiiki3_tono @tokai.m aff.go.jp
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 小学生星空教室コスモ

スクール

会場受講料開講日時定員主な内容・対象講座名No関
市
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
講
座
  受講者

募　集

関3,000円

9/12（土）～13（日）
 9：00～16：00

 （1時間昼食休憩あり）
30人

内容：Excelの基本操作。簡単な表計算機能や
グラフの作成を学ぶ。

Excel 2007入門 

2日間、12時間
7

対象：Excel初心者でパソコンの使用経験のあ
る方。

◆場　 　 所　　関会場　わかくさ・プラザ　「学習情報館3階・パソコン研修室」

◆使用ソフト　　マイクロソフトWindowsXP　Office2007を使用します。

◆応 募 方 法　　はがきに、講座番号と講座名、会場名、郵便番号、住所、氏名、ふりがな、性別、電話番号を記入して、

〒501-3802 若草通2－1　まなびセンターへ送付。1講座につき1人1枚に限ります。電話での申し込

みはできません。また、まなびセンター窓口でも所定の用紙に記入して申し込みすることができます。

◆応 募 期 限　　8月14日（金）必着 

◆抽　　　選　　申し込み多数の場合は、8月18日（火）午前9時から、学習情報館3階コスモホール前にて公開抽選を行

い、受講者を決定します。（公開抽選への参加が抽選結果に影響することはありません。） 

　　　　　　　　応募者が定員に満たなかった場合は、講座開催日の1週間前まで追加の申込みを受け付けますので、電

話でご確認ください。 

　　　　　　　　なお、申し込みいただいた方全員にはがきにて抽選結果を通知します。

◆照　会　先　　まなびセンター（緯23―7760）　※月曜日、祝日の翌日は休館

★日　　時　 8月16日（日）

　　　　　　午後1時～1時45分

★テ ー マ　「木星と七夕の星」

★場　　所　学習情報館3階・まなびセンター

★内　　容　プラネタリウムでの学習　

　　　　　　子ども向けのやさしい星座教室

★参加方法　予約不要。当日開始時刻までに会場

へお越しください。参加無料。

★定　　員　先着100人（定員になり次第締め切

ります）

★照 会 先　まなびセンター（緯23―7760）

※小学生とそのご家族の方を主な対象として

　いますが、どなたでも参加できます。

ケーブルテレビ・

チャンネル長良川

 明  日 を
あ す

 創 る関のまち7月号
つく

毎週月・水・金・日曜日
　　　　午前11時45分～
毎週火・木・土曜日
　　　　午後 8時45分～

放
送
時
間

 放送内容 

　　　「公園を作ろう！
協働による新たな取り組み」 

官学連携による新しい公園整備の取り組
みを紹介します。

岐阜エフエム  80.0MHz 
「シティ インフォメーション」

毎週金曜日　午前9時5分～

8/7「夏はやっぱり
　　　　　　花火大会」　　
8/14「お十七夜と地蔵まつり」

ぎふチャン  岐阜ラジオ1431kHz
「関市の時間」

毎月第1・3水曜日　午前9時40分～

8/5「関鍛冶伝承館企画展をご紹介」

子
ど
も
見
守
り
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
標
語

声
か
け
て
　
み
ん
な
で
守
ろ
う
　
地
域
の
子

★

観覧料
無 料
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文
化
会
館

図

書

館   図書館イベント参加者募集!!
～小学生のための自由研究スペシャル～

市民の劇場

一龍斎貞水 立体怪談 
  

8月8日穣  　

開演：午後2時

　　  　（開場：午後1時30分）

場所：上之保生涯学習センター

全席指定　1,500円

第234回市民の劇場

ジェロコンサート   

9月23日浄祝  　

開演：午後3時

　　  （開場：午後2時30分）

全席指定　5,000円

3日（月）、10日（月）、14日（金）、17日（月）、24日（月）、

31日（月）　　　　※図書の貸し出しは無料です。
８月の休館日

緯24─2529
若草通2丁目図書館

５月の主な行事
開演（会）時刻催　し　物会　場日

1日 午前10時
2日以降 午前9時

天皇陛下御即位二十年
写真パネル展

市民ロビー
1日（土）～

9日（日）

午後6時30分盆おどり大会市民広場
2日
（日）

午後6時30分
関市商業観光課
市民納涼盆おどり大会

市民広場
7日
（金）

午後6時45分
さろん・こんさーと・せき
ピアノ　デュオ

小ホール
7日
（金）

午前9時甲種防火管理者　新規講習会小ホール
19日（水）～

20日（木）

午後1時いちい会研修会
第1～4
会議室

22日
（土）

午前9時30分関市立緑ヶ丘中学校　作品展
第2・3・4
会議室

28日（金）～

30日（日）

※行事・日時など一部変更されることがあります。

3日（月）、10日（月）、17日（月）、24日（月）、31日（月）８月の休館日
緯24─2525
桜本町2丁目文化会館

８

煙期日　　2 日擾・9 日擾・16日擾・23日擾
煙時間　午後2時～3時
煙場所　関市立図書館内「おはなしコーナー」

新着図書のお知らせ　≪関市立図書館ホームページ≫
　　　　　　　　　　http://www6.city.seki.gifu.jp/
　　　　　　　　　　→＜新着資料一覧＞をご覧ください。

無料！！

好評
発売
中

前売日

8月5日
（水）

『街は本当にバリアフリー？』
日　時　　8月11日杖・午前10時～正午

場　所　わかくさ・プラザ

　　　　学習情報館2F「ギャラリー」

講　師　井村保さん（中部学院大学教員）

定　員　15組（30人）　※先着順

対　象　小学校高学年児童と保護者

内　容　障がいのある暮らしってどういうこと？障がい

者が登場する本や映画を通して、また実際に車

いすに乗って街を見て、障がいのある暮らしと

はどういうことなのかを考え感じてみましょう。

ここで感じたこと、学んだことを夏休みの自由

研究で発表してみてはどうですか！

持ち物　筆記用具

『図書館地下書庫探検隊！』
日　時　8月19日浄・第1回午前10時～／第2回午前11時～ 

／第3回午後1時～

場　所　図書館地下書庫

案内人　内海春代さん（図書館長補佐）＆図書館スタッフ

定　員　30人（各回10人ずつ）　※先着順

対　象　小学校中・高学年

内　容　図書館の地下ってどうなってるの？普段は見ること

ができない図書館の裏側を体験してみませんか？

持ち物　筆記用具

『小学生のためのメディアリテラシーワーク
ショップ～パソコン・インターネット活用講座～』
日　時　　8月29日穣・午前10時～正午

場　所　わかくさ・プラザ学習情報館「パソコン研修室」

講　師　猿見田隆宏さん（関商工高等学校教諭）

定　員　15組（30人）　※先着順

対　象　小学校高学年児童と保護者

内　容　情報に関するゲーム、ホームページ制作体験、

　　　　情報モラルについてなど

持ち物　筆記用具
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あんな事、こんな事

自分たちの身は自分たちで守る
　洞戸菅谷・下菅谷自治会の住民で組織する菅谷自主

防災会の防災訓練が行われ、尾藤市長が視察に訪れ

ました。高齢化が進む同地区では、災害に備えて住

民リストを作成したり、個人の所有する重機や資機

材を提供したりするなど、地域が一丸となって防災

に取り組んでいます。こうした地域住民の 絆 や助け
きずな

合いが、いざというとき最も重要です。

　名古屋市近郊の旅行会社やマスコミ各社を対象

とした「刃物と鵜飼の観光懇談会」が名古屋観光ホ

テルで開催されました。関市の観光資源や特産品な

どを情報発信し、誘客を図るのが狙いのこの懇談会

では、小瀬鵜飼の足立太一鵜匠や関伝日本刀鍛錬技

術保存会刀匠会長の丹羽清吾刀匠が解説などを行

ったり、関市の特産品や食材を知ってもらうための

交流会が開かれ、関市の魅力が広くＰＲされました。

関市の魅力を

名古屋圏へ

皆さんに感謝
　6月末に（社）日本下水道協会の名誉会員になった

前市長の後藤昭夫さんが市役所を訪問し、市長に報

告しました。後藤さんは昭和26年に関市役所に入庁

して以来、市の下水道事業の普及発展に尽力され、市

長在職中は同協会の理事を務められました。後藤さ

んは「関の下水道普及整備は、みんなの力で進めてき

たもの。皆さんに感謝し、この名誉を汚さぬようこれ

からも務めていきます」と話していました。
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　2011年（平成23年）7月24日に今ま

でのテレビ放送（アナログ放送）が終了し、

地上デジタル放送に完全に移行します。

デジタル放送は従来のアナログ放送と

比較して、ハイビジョンというとてもきれ

いな映像でゴースト（二重映り）などもなく、音声もCDの

ように高品質です。データ放送も行われており、リモコ

ンの「d」ボタンを押すと、本放送の画面が小さくなって、

空いたスペースにニュースや天気予報などの情報が表

示され、いつでも見ることができます。またEPG（電子

番組ガイド）という1週間先までの番組表も提供されて

いて、画面上で録画や視聴予約を簡単に行うことがで

きます。

　なぜデジタル化がされるのでしょう？きれいな映像や

音声、便利以外にデジタル化によって番組データを圧

縮することができます。その結果、テレビ放送で使用

する電波帯域の大幅な節約が可能となり、余った帯域

を他の用途に割り当てることで、電波を有効に利用す

ることができるということだそうです。「限りある資源」

というのは電波にも当てはまる言葉だったのですね。

※地上デジタルテレビ放送に関連した詐欺事件も発生

　していますので、ご注意ください。

こ
ぼ
れ
話

一面に広がるコスモスを楽しみに
　小屋名の休耕田で、金竜小学校3年生と、地元有

志で作る「西部地区を美しくする会」の会員によっ

てコスモスの種まきが行われました。同会の岡田充

宏会長のあいさつの後、児童らは種を均等にまくた

めに等間隔に並んで、一斉に空へ向かって投げるよ

うにまきました。コスモスは10月中旬ごろに見ご

ろを迎え、10月25～26日には、同会主催でコスモ

ス祭りが開催されます。

郷土を流れる川を調べよう
　岐阜県博物館主催の県民参加型調査研究事業「自

河自賛プロジェクト」として、洞戸地域の板取川でカワ

ゲラウオッチングが行われ、多くの親子連れなどが参

加しました。この事業は第30回全国豊かな海づくり大

会の協賛行事として、来年度開催の特別展に向けて、

県内6カ所の河川を7日間に分けて調査します。洞戸

ではNPO法人洞戸村ふるさと塾の共催で行われ、11月

7日（土）には同地域で川原の石の調査が行われます。

おすもうさんに負けないぞ！
　名古屋場所を前に、松渓保育園に湊部屋の立田川

孝行親方と力士の 仲 の 国 さん、 濱  湊 さんが訪れ、園児
なか くに はま みなと

らと相撲をとって楽しいひとときを過ごしました。

園庭に作られた土俵の周りに園児らが集まり、行司

の「はっけよい、のこった！」で、上半身裸のちびっこ

力士が一斉に力士に飛び掛かかりました。楽しい取

り組みのあと、力士と一緒に記念写真を撮りました。

生き物調べて水質調査
　武芸小学校3年生が、同校の近くを流れる武儀川

でカワゲラウオッチングを行い、そこにすむ水生生物

を調査しました。県博物館学芸員の指導で、児童らは

たも網を持って川の中に入り、川底の石の下や草が生

い茂る水際に隠れている生き物を捕りました。約20

種類の生き物が確認でき、水質別に分類した結果、こ

の流域の水質はきれいであることがわかりました。



天王池（黒屋）

　周囲約230メートルの農業用ため池。希少魚「ウシモツゴ」が保護されています。

武儀川下流（武芸川町）

　山県市葛原を源流とする約24キロの河川で、武芸川地内を静かに流れます。

私の好きな関の風景 VOL.1VOL.10

　市民の皆さんからご応募いただいた中から平成20年3月に選定した「私の好きな

関の風景」をご紹介します。

発行/岐阜県関市　　編集/広報課

〒501-3894  関市若草通3丁目1番地

緯0575-22-3131 　思0575-23-7744

「広報せき」は、ボランティア団体のご協力で、

視覚障がいのある方に音訳（朗読）テープと

点字による広報をお届けしています。

死koho@city.seki.lg.jp
ホームページ http://www.city.seki.gifu.jp


